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住宅用火災警報器の設置期限まであと１年！



　前期計画では新市建設計画にある「人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市」に沿った「子どもと地域が
伸び伸び育つまちづくりをめざして」という将来像を設定し、次代を担う子どもをはじめ、すべての市民が心豊
かに夢を持って子育て・子育ちをし、この土地にいつまでも暮らしたいと思える、住みよいまちとなるような施
策を進めてきました。
　後期計画では最終年度である平成26年度における最終目標の達成をめざし、前期計画との連続性ならびに整合
性を維持しながら、前期計画における将来の姿を継承します。

５－４　発達支援の取り組み

５－３　障害児事業の充実

５－２　ひとり親家庭等への子育て支援の推進

５－１　児童虐待防止対策の充実

４－２　子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

４－１　安心して外出できる快適な環境の整備

３－２　家庭や地域の教育力の向上

３－１　子どもの生きる力に向けた学校の教育環境の整備

２－５　小児医療の充実

２－４　思春期保健対策の充実

２－３　「食育」の推進

２－２　母子保健と児童福祉の相互協力

２－１　子どもや母親の健康の確保

１－６　子育てと仕事の両立のための取り組みの推進

１－５　児童の健全育成活動の推進

１－４　子育て支援のネットワークづくり

１－３　保育所における質の向上

１－２　保育サービスの充実

１－１　子育て支援サービスの充実

基本
理念 基本目標 推進施策

子
ど
も
と
地
域
が
伸
び
伸
び
育
つ
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て ５

４

３

２

１

西条市次世代育成支援対策推進
行動計画（後期計画）を策定

　

市
で
は
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
」
に
基
づ
き
、
３
月
に
「
西
条
市
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画
（
後
期

計
画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

前
期
計
画
で
は
「
子
ど
も
と
地
域
が
伸

び
伸
び
育
つ
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

を
基
本
理
念
と
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
市
民
が
こ
こ

ろ
豊
か
に
夢
を
持
っ
て
子
育
て
・
子
育
ち

を
し
、
こ
の
西
条
市
が
い
つ
ま
で
も
暮
ら

し
た
い
と
思
え
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
と
な

る
よ
う
に
、
様
々
な
施
策
を
推
進
す
る
こ

と
を
提
唱
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
を
目
標
と
す
る
後
期
計
画

で
は
、
前
期
計
画
の
趣
旨
を
継
承
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
子
育

て
支
援
施
策
や
事
業
の
整
理
、
ニ
ー
ズ
調

査
結
果
の
検
討
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
社

会
全
体
の
温
か
な
支
え
あ
い
の
中
で
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、
子
ど
も
を
生

み
育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
国
や
愛
媛
県
を
は
じ
め
、
市
民
、

地
域
、
企
業
や
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
と

の
役
割
分
担
と
相
互
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
こ
の
計
画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
庁
舎
別
館
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性
児
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明
屋
敷
１
６
４

※
後
期
計
画
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.saijo.

　

ehim
e.jp

）
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
市

　

庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課
、
各
総
合

　

支
所
市
民
福
祉
課
、
各
公
民
館
な
ど
で

　

も
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
が

平
成
15
年
７
月
に
制
定
さ
れ
、
市
町

村
に
お
い
て
は
国
が
示
す
行
動
計
画

策
定
指
針
に
即
し
て
、
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
な
ど
の
次
世
代
育
成

支
援
対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を

策
定
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
降
も
予
想
以
上

の
少
子
化
の
進
行
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
国
で
は
平
成
19
年
に
「
働
き

方
の
見
直
し
に
よ
る
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
）
の
実
現
」
と
「
包
括
的
な
次
世

代
育
成
支
援
の
枠
組
み
の
構
築
」
を

車
の
両
輪
と
す
る
「
子
ど
も
と
家
族

を
応
援
す
る
日
本
」
重
点
戦
略
を
ま

と
め
、
市
町
村
に
対
し
、
子
育
て
支

援
の
社
会
的
基
盤
の
充
実
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

西
条
市
で
は
、
平
成
17
年
３
月
に

「
子
ど
も
と
地
域
が
伸
び
伸
び
育
つ

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
を
基
本

理
念
に
「
西
条
市
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
行
動
計
画（
前
期
計
画
）」

を
策
定
し
、
子
育
て
に
対
す
る
保
護

者
の
負
担
感
の
軽
減
、
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
楽
し
さ
や
充
実
感
や
幸
せ

を
、
子
ど
も
の
親
も
周
囲
の
人
々
も

感
じ
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

前
期
計
画
は
平
成
22
年
３
月
末
で

終
了
と
な
る
た
め
、
前
期
計
画
策
定

後
の
国
や
社
会
の
動
向
、
こ
れ
ま
で

本
市
で
実
施
し
て
き
た
子
育
て
支
援

施
策
や
事
業
の
整
理
、
ニ
ー
ズ
調
査

結
果
の
検
討
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域

社
会
全
体
の
温
か
な
支
え
合
い
の
中

で
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
平
成

22
年
４
月
か
ら
始
ま
る
新
た
な
「
西

条
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行

動
計
画
（
後
期
計
画
）」
と
し
て
策

定
す
る
も
の
で
す
。

　

後
期
計
画
は
、
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
で
規
定
す
る
10
年
間
の

集
中
的
な
取
り
組
み
期
間
の
う
ち
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
ま
す
。

17
年度

18
年度

19
年度

20
年度

21
年度

22
年度

23
年度

24
年度

25
年度

26
年度

前期計画

後期計画

西
条
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）
を
策
定

ご
意
見
・

お
問
い
合
わ
せ
先
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　前期計画では新市建設計画にある「人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市」に沿った「子どもと地域が
伸び伸び育つまちづくりをめざして」という将来像を設定し、次代を担う子どもをはじめ、すべての市民が心豊
かに夢を持って子育て・子育ちをし、この土地にいつまでも暮らしたいと思える、住みよいまちとなるような施
策を進めてきました。
　後期計画では最終年度である平成26年度における最終目標の達成をめざし、前期計画との連続性ならびに整合
性を維持しながら、前期計画における将来の姿を継承します。

５－４　発達支援の取り組み

５－３　障害児事業の充実

５－２　ひとり親家庭等への子育て支援の推進

５－１　児童虐待防止対策の充実

４－２　子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

４－１　安心して外出できる快適な環境の整備

３－２　家庭や地域の教育力の向上

３－１　子どもの生きる力に向けた学校の教育環境の整備

２－５　小児医療の充実

２－４　思春期保健対策の充実

２－３　「食育」の推進

２－２　母子保健と児童福祉の相互協力

２－１　子どもや母親の健康の確保

１－６　子育てと仕事の両立のための取り組みの推進

１－５　児童の健全育成活動の推進

１－４　子育て支援のネットワークづくり

１－３　保育所における質の向上

１－２　保育サービスの充実

１－１　子育て支援サービスの充実

基本
理念 基本目標 推進施策
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伸
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西条市次世代育成支援対策推進
行動計画（後期計画）を策定

広報さいじょう　2010　6月号3



災
害
時
に
お
け
る

石
油
類
燃
料
の
供
給
に
関
す
る
協
定

▲調印後、握手を交わす戸田孝一郎西
　条支部長（左）、山内章正周桑支部
　長（右）、伊藤市長

愛
媛
県
石
油
商
業
組
合

西
条
支
部
・
周
桑
支
部
と

災
害
応
援
協
定
を
締
結

　

愛
媛
県
石
油
商
業
組
合
西
条
支
部
お
よ
び
周
桑
支
部
と

西
条
市
と
の
間
で
「
災
害
時
に
お
け
る
石
油
類
燃
料
の
供

給
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
、
４
月
13

日
に
市
庁
舎
で
調
印
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に

緊
急
車
両
の
活
動
維
持
や
避
難
所
で
の
生
活
を
早
期
に
安

定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
石
油
類
燃
料
の
優
先
的

な
供
給
に
つ
い
て
協
力
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

調
印
式
で
は
、
同
組
合
西
条
支
部
の
戸
田
孝
一
郎
支
部

長
、
同
組
合
周
桑
支
部
の
山
内
章
正
支
部
長
と
伊
藤
市
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
・
押
印
し
、
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
市
民
の

皆
さ
ん
へ
の
、
よ
り
一
層
の
迅
速
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

■
総
務
委
員
会

◎
安
藤
雅
康　
　

○
行
元　

博

　

髙
橋
章
哲　
　
　

岡
村
重
治

　

坪
井　

剛　
　
　

堀
江
幸
二

　

青
野
貴
司　
　
　

青
野
久
美

　

德
増
稚
養
一　
　

一
色
伸
二

■
福
祉
文
教
委
員
会

◎
大
澤
忠
正　
　

○
西
坂　

壽

　

山
地
美
知
一　
　

伊
藤
新
平

　

近
藤
達
也　
　
　

持
主
眞
知
子

　

日
和
佐　

直　
　

黒
河
紘
一
郎

　

藤
田
節
雄　
　
　

伊
藤
孝
司

■
産
業
建
設
委
員
会

◎
児
玉
千
春　
　

○
斎
藤
宣
昭

　

越
智
啓
郎　
　
　

塩
出　

崇

　

西
坂　

信　
　
　

越
智
絹
惠

　

森　

達
正　
　
　

一
色
輝
雄

　

楠　
　

學　
　
　

莖
田
元
近

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
楠　
　

學　
　

○
堀
江
幸
二

　

児
玉
千
春　
　
　

西
坂　

信

　

持
主
眞
知
子　
　

黒
河
紘
一
郎

　

德
増
稚
養
一　
　

一
色
伸
二

　

伊
藤
孝
司　
　
　

莖
田
元
近

■
臨
海
地
域
振
興
整
備
特
別
委
員
会

◎
楠　
　

學　
　

○
行
元　

博

　

西
坂　

信　
　
　

大
澤
忠
正

　

青
野
久
美　
　
　

德
増
稚
養
一

　

藤
田
節
雄　
　
　

一
色
伸
二

　

伊
藤
孝
司　
　
　

莖
田
元
近

■
水
資
源
調
査
特
別
委
員
会

◎
伊
藤
孝
司　
　

○
德
増
稚
養
一

　

斎
藤
宣
昭　
　
　

坪
井　

剛

　

行
元　

博　
　
　

児
玉
千
春

　

安
藤
雅
康　
　
　

楠　
　

學

　

藤
田
節
雄　
　
　

莖
田
元
近

■
新
庁
舎
問
題
調
査
特
別
委
員
会

◎
莖
田
元
近　
　

○
伊
藤
孝
司

　

行
元　

博　
　
　

安
藤
雅
康

　

越
智
絹
惠　
　
　

森　

達
正

　

堀
江
幸
二　
　
　

楠　
　

學

　

德
増
稚
養
一　
　

一
色
伸
二

正
副
議
長
を
選
出

正
副
議
長
を
選
出近藤達也 議長一色輝雄 副議長

　市議会５月臨時会が11日に開会されました。臨時
会では、正副議長の選挙、各常任委員会委員の選任
等が行われ、同日閉会しました。

各
常
任
委
員
会
等
委
員
会
構
成

各
常
任
委
員
会
等
委
員
会
構
成

◎…

委
員
長　
　

○…

副
委
員
長　
　

※

敬
称
略
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○青木五十司氏（明屋敷）
　旭日双光章（地方自治功労）
○安藤勝俊氏（安知生）
　瑞宝単光章（消防功労）
○飯尾育子氏（大野）
　瑞宝双光章（教育功労）
○石川光弘氏（喜多川）
　瑞宝単光章（矯正業務功労）
○金久豊行氏（小松町新屋敷）
　瑞宝単光章（消防功労）
○鎌田一男氏（丹原町志川）
　瑞宝双光章（教育功労）
○清末昭宏氏（朔日市）
　瑞宝小綬章（法務行政事務功労）
○黒河　諄氏（丹原町徳能）
　瑞宝単光章（消防功労）

○河野𠮷實氏（氷見丙）
　瑞宝単光章（消防功労）
○佐伯伊太郎氏（丹原町田野上方）
　瑞宝単光章（消防功労）
○佐伯　出氏（小松町新屋敷）
　旭日双光章（地方自治功労）
○坂田昌英氏（大町）
　旭日双光章（保健衛生功労）
○白石勝美氏（古川甲）
　瑞宝双光章（消防功労）
○瀬尾満高氏（楠）
　瑞宝単光章（郵政業務功労）
○戸田康美氏（野々市）
　瑞宝単光章（消防功労）
○真鍋　勇氏（小松町新屋敷）
　旭日双光章（地方自治功労）
○村上琴惠氏（中野甲）
　瑞宝単光章（社会福祉功労）

▼栄典受章者（50音順）

　昨秋の叙勲、今春の叙勲、危険業務従事者叙勲、高
齢者叙勲において、受章の栄に浴された方々の祝賀会
を開催します。

■申込先
　６月17日㈭までに次の所でお申し込みください。
○市庁舎本館総務課　総務法制係　℡0897－52－1256
○各総合支所総務課　総務調整係
○各公民館
※祝賀会の後に催される祝宴に参加される方は、参加
　費500円が必要です。

総合文化会館場 所

７月３日㈯　10時～日 時

昭和43年から39年の長きにわたり、民生
児童委員として職務に精励し、この間、
神戸地区民生児童委員協議会長等の要職
を歴任され、地域福祉の増進に多大な貢
献をされました。

昭和54年から８期25年余の長きにわたり
小松町・西条市の議会議員として町政・
市政運営に参画され、この間、議長等の
要職を歴任され、市政伸展と住民福祉の
向上に多大な貢献をされました。

昭和27年から54年余の長きにわたり、消
防団業務に精励し、この間、西条市消防
団副団長等の要職を歴任され、住民の安
全確保に多大な貢献をされました。

昭和38年から35年の長きにわたり、郵政
業務に携わり、この間、郵政事務官とし
て業務の適正な執行に多大な貢献をされ
ました。

昭和29年から46年余の長きにわたり、消
防団業務に精励し、この間、氷見分団長
等の要職を歴任され、地域の消防力の強
化に多大な貢献をされました。

昭和40年から32年余の長きにわたり、消
防団業務に精励し、この間、丹原町消防
団長等の要職を歴任され、住民の安全確
保に多大な貢献をされました。

昭和35年から38年の長きにわたり、法務
行政に携わり、この間、高松法務局民事
行政部長等の要職を歴任され、法務行政
の適正な執行に多大な貢献をされました。

昭和39年から39年余の長きにわたり、消
防団業務に精励し、この間、小松町消防
団長等の要職を歴任され、住民の安全確
保に多大な貢献をされました。

昭和42年から38年余の長きにわたり、矯
正施設の適正な運営と効果的な処遇方策
の実施に尽力され、矯正業務の遂行に多
大な貢献をされました。
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●
海
を
渡
る
イ
ノ
シ
シ

　

講
師
‥
奈
良
大
学

　
　
　
　

高
橋
春
成
教
授

　

近
年
、
瀬
戸
内
海
で
島と

う
し
ょ嶼
部
に
渡
る
イ

ノ
シ
シ
が
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
話

題
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
が
海
を
渡

る
背
景
に
は
、
暖
冬
化
や
耕
作
放
棄
地
な

ど
の
増
加
に
伴
う
生
息
数
の
増
加
と
分
布

の
拡
大
が
あ
り
、
全
国
的
に
狩
猟
者
数
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
供
応

の
御
用
残
り
が
倉
橋
島
等
へ
解
き
放
た
れ

た
り
、
大
航
海
時
代
前
後
に
食
料
補
給
の

た
め
に
人
に
よ
っ
て
ポ
リ
ネ
シ
ア
等
の

島
々
に
持
ち
込
ま
れ
、
野
生
化
し
た
ブ
タ

も
、
広
義
の
「
海
を
渡
っ
た
」
イ
ノ
シ
シ

と
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
人
と
イ
ノ
シ
シ
と

の
長
く
て
強
い
関
わ
り
を
み
て
と
る
こ
と

が
で
き
る
。

●
石
鎚
山
系
の
人
と
け
も
の

　

発
表
‥
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

　
　
　
　

山
本
貴
仁
代
表

　

石
鎚
山
系
で
は
こ
れ
ま
で
に
40
種
類
の

哺
乳
類
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
個
体
数
は
江
戸

時
代
以
降
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　

石
鎚
山
系
は
焼
畑
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

地
域
で
あ
り
、
後
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
造

林
地
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら

に
よ
る
生
息
地
の
改
変
に
加
え
、
か
つ
て

盛
ん
に
行
わ
れ
た
狩
猟
も
個
体
数
に
影
響

を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
が

絶
滅
に
瀕ひ

ん

す
る
一
方
で
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
は
近
年
増
加
の
傾
向
が
あ
る
。

　

四
国
は
古
く
か
ら
人
と
獣
の
関
わ
り
が

密
で
あ
っ
た
。
人
が
哺
乳
類
に
与
え
た
影

響
を
歴
史
的
に
た
ど
り
つ
つ
、
保
全
管
理

の
手
法
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
共
存
に
向

け
た
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

●
四
国
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
追
っ
て

　

発
表
‥
特
定
非
営
利
活
動
法
人
四
国
自

　
　
　
　

然
史
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

金
澤
文
吾
理
事

　

現
在
、
四
国
に
お
い
て
は
剣
山
山
系
に

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
10
頭
程
度
生
息
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
絶
滅
の

恐
れ
が
あ
る
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
息
に

適
し
た
環
境
は
ブ
ナ
林
だ
が
、
人
工
林
に

囲
ま
れ
た
四
国
の
ブ
ナ
林
の
面
積
は
、
四

国
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
安
定
し
て
存
続
さ

せ
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
復
元
・

回
復
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
生
息
環
境
の
保
全
に
関
す
る
地

域
住
民
の
理
解
と
協
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　

人
と
森
、
野
生
動
物
と
の
関
わ
り
を
再

考
し
、
人
と
野
生
動
物
が
共
存
で
き
る
森

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
の
秋
道
智
彌

副
所
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、

講
演
・
発
表
者
３
名
と
会
場
の
参
加
者
を

交
え
て
の
総
合
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
海
を
渡
る
イ
ノ
シ
シ

の
生
態
、
狩
猟
な
ど
の
人
間
活
動
や
大
雪
、

温
暖
化
な
ど
の
自
然
現
象
が
大
型
哺
乳
類

の
個
体
数
に
与
え
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
な
ぜ
イ
ノ
シ
シ
が
海
を
渡
る
の

か
、
そ
の
理
由
を
め
ぐ
り
議
論
が
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

猟
犬
に
追
わ
れ
た
り
、
食
料
を
求
め
た

り
し
て
海
を
渡
り
ま
す
が
、
本
質
的
に
イ

ノ
シ
シ
が
属
す
る
偶ぐ

う
て
い
る
い

蹄
類
は
好
奇
心
が
旺

盛
で
、
対
岸
が
見
え
て
い
れ
ば
泳
ぎ
だ
す

こ
と
が
あ
り
、
好
奇
心
は
生
き
残
り
戦
略

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
数
あ
る
イ
ノ
シ
シ
科
の
仲
間

の
う
ち
「
ス
ク
ロ
ー
フ
ァ
」
と
分
類
さ
れ

る
イ
ノ
シ
シ
だ
け
が
、
な
ぜ
家
畜
に
な
っ

た
の
か
議
論
さ
れ
、
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
除

け
に
「
シ
ャ
ガ
」
と
い
う
植
物
を
使
っ
た

珍
し
い
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
の
後
、
秋
道
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
、
歴
史
、
地
域
、
文

化
を
含
め
て
人
と
野
生
動
物
と
の
関
係
を

考
え
て
い
く
う
え
で
、
今
回
の
例
会
は
非

常
に
大
き
な
道
標
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

大
成
功
で
あ
っ
た
と
の
評
価
が
述
べ
ら

れ
、
総
合
討
論
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

「
生
き
物
」
と
「
人
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
幅
広
く

研
究
し
て
い
る
「
生
き
物
文
化
誌
学
会
」
例
会
の
会
場
に

県
内
で
初
め
て
西
条
市
が
選
ば
れ
、
４
月
24
日
に
総
合
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
ひ
め
西
条
例
会
は
「
石
鎚
山
系
の
け
も
の
た
ち
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
生
物
学
の
研
究
者

や
学
生
な
ど
約
１
９
０
人
が
参
加
し
、
学
会
常
任
理
事
の

秋
篠
宮
さ
ま
も
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
会
で
行
わ
れ
た
、
基
調
講
演
と
研
究
発
表
、
総
合
討

論
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
き
物
文
化
誌
学
会

え
ひ
め
西
条
例
会

基
調
講
演
の
概
要

研
究
発
表
の
概
要

総
合
討
論
の
概
要
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出水期に備えて
砂の配置場所を確認しておいてください

　梅雨や台風の季節を迎え、大雨による土砂災害に備える
ため、県と市では毎年この時期にパトロールを行い、土砂
災害危険箇所などの点検、周辺住民への周知、啓発活動を
行っています。
　土砂災害から身を守るため、防災情報を正しく理解し、
避難経路、避難場所をあらかじめ確認するなどの「日ごろ
の備え」と、雨量情報や前兆現象などに注意して「早めの
避難」を心がけてください。

　急傾斜地の崩壊やがけ崩れなどから生命・財産を守るた
め、県や市では次の事業を実施しています。
■急傾斜地崩壊対策事業（実施主体：愛媛県）
　採択条件：①がけ崩れによって著しい被害を受ける恐れ
　　　　　　のある人家が、おおむね10戸以上②がけの高
　　　　　　さが10ｍ以上③がけの傾斜度が30度以上④移
　　　　　　転適地がないこと
　負担割合：国・県98.2％、市1.8％、受益者０％
■がけ崩れ防災対策事業（実施主体：西条市）
　採択条件：①自然がけ②がけの高さが５ｍ以上③がけの
　　　　　　傾斜度が30度以上
　負担割合：県60％、市27.5％、受益者12.5％
■問合せ　市庁舎別館河川課　河川係　℡0897－52ー1543

　消防本部では、大雨などの災害時に利用することができる、土のう用の
砂を市内各所に配置しています。（左表参照）
　日ごろから災害に備えて、自宅から一番近い砂置き場を確認しておいて
ください。災害が発生したときには、住民と行政が連携して対応ができる
よう、ご協力をお願いいたします。

■問合せ　消防本部警防課　℡0897－56－5119
　　　　　

６月は土砂災害防止月間、防災対策強調月間
６月１日㈫～７日㈪はがけ崩れ防災週間

・がけからの水がにごる 
・がけにひびが入る 
・小石がパラパラ落ちてくる
特徴：地面にしみこんだ水分が土の抵抗力を弱め、斜面が
　　　突然崩れ落ちる。

・山鳴りがする 
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる
・川の流れがにごり、流木が混ざりはじめる
特徴：谷や斜面にたまった土・砂・石などが、集中豪雨な
　　　どの大量の水とまじり合って一気に流れ出てくる。

・地面にひび割れができる 
・沢や井戸の水がにごる 
・斜面から水が吹き出す
特徴：比較的緩やかな斜面において、粘土などのすべりや
　　　すい層を境に、その地面がズルズル動き出す。

★次のホームページで、雨量情報等が確認できます。
○西条市雨量情報　http://www.i-sensor.com/pv/saijyo/
○愛媛県河川・砂防情報システム
　http://kasensabo.pref.ehime.jp/dosha/
○リアルタイム川の防災情報（国土交通省）
　http://www.river.go.jp/
　携帯電話用　http://i.river.go.jp/

小
松

丹
原

東
予

西
条

▼ 市内の水防用砂置き場一覧表 ▼

石根水防倉庫前
小松水防倉庫横
鞍瀬小学校跡地　入口西側
関屋水防倉庫横
石経水防倉庫横
北田野水防倉庫横
田野上方水防倉庫横
光下田蔵置所
丹原総合支所東側駐車場（駐車場の東側）
西消防署
黒谷集会所　南方の空き地
旦之上水防倉庫横
三芳分団第１部詰所横
吉岡小学校　プール跡地内の東側
吉岡分団第３部詰所横
吉岡分団第１部詰所横
一ツ橋川水門北側の多賀漁協所有地
中城公園地内東側（東予総合支所北側）
旧吉井幼稚園地内南側
禎瑞分団蔵置所
神戸分団蔵置所
飯岡分団蔵置所
玉津分団蔵置所
ＪＡ西条大町支所の東側
福武新田児童遊園の東側
東消防署

地区 砂　置　き　場

　気象庁は大雨や洪水などに対する気象警報・注意報を、５月27日㈭
13時から市町村を対象区域として発表することになりました。
　県内における従来の発表は、東予東部、東予西部、中予、南予北部、
南予南部の５つの区域を対象としていましたが、５月27日13時からは
「○○市に対して大雨警報を発表」など、市町単位で発表されます。
　今回の改善によって警戒の必要な市町が明確になるなど、効果的な
防災対応につながります。
■問合せ　松山地方気象台　防災業務課　℡089－933－3610

大雨や洪水などの
気象警報・注意報を市町単位で発表します
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住宅用火災警報器の設置期限まであと１年！住宅用火災警報器の設置期限まであと１年！
あなたの家は設置していますか？

　消防法および西条市火災予防条例により、平成23年５月31日までにすべての住宅に住宅用火災警報
器を設置しなければなりません。住宅用火災警報器は煙や熱を感知し、音声や警報音で火災の発生を
いち早く知らせるものです。まだ設置していない方は早めに設置しましょう。

住宅用火災警報器に関するご質問などは

住宅用火災警報器相談室　０１２０－５６５－９１１　月～金曜日（祝日除く）９時～17時
西条市消防本部予防課　　０８９７－５６－０２５１

　まずは、子供部屋や高齢者の居室と就寝
に使われている部屋から取付けましょう。
　火災による逃げ遅れを減らし、迅速な初
期消火が行えます。台所・居室 取付けをおすすめします

寝室・階段 取付けが義務

　消防職員は住宅用火災警報器を販売しません。
「法律で決まったから、すぐ設置しなければいけな
い」と言って強引に勧める業者に注意してください。
不審に思ったら、はっきり断りましょう。契約書に
はサインをしないでください。
　住宅用火災警報器はクーリング・オフ対象商品で
す。購入でのトラブルは消費生活センター等にご相
談ください。

どこで買えばいいの？ 悪質な訪問販売にご注意を！
　家電販売店やホームセンター、大規模小売店舗、
消防用設備業者などで3,000～5,000円程度で販売
されています。自治会などである程度の個数を共同
購入すると、割引している店もあります。
　購入の際は法令に適合すること
が保証された「鑑定マーク（ＮＳ
マーク）」がついたものを目安に
にしてください。

　50代の男性が就寝前にたばこを吸っていた際、たばこの火種が布団に落ちたが気付かずに眠ってしまった。
火種はくすぶり続け出火したが、住宅用火災警報器の警報音に気付き、隣の住民に11 9番通報を依頼した後、
バケツで水をかけ初期消火に成功した。

火災を未然に防いだ事例
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国
安
・
石
田
の
両
地
区
で
は
、

高
縄
山
系
で
涵か

ん
よ
う養

し
た
良
質
で
豊

富
な
水
と
気
候
に
恵
ま
れ
て
、

古
く
か
ら
和
紙
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
国
の
檀
紙
・
奉
書
紙
生
産

量
の
９
割
以
上
を
、
こ
の
周
桑
手

す
き
和
紙
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

夏
彩
祭
で
作
ら
れ
る
行
灯
に
は

周
桑
手
す
き
和
紙
が
使
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

６
月
に
入
る
と
東
予
郷
土
館
で

祭
り
の
実
行
委
員
を
中
心
に
、
地

元
商
店
街
、
周
桑
和
紙
振
興
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
が
、

行
灯
の
枠
作
り
や
ろ
う
そ
く
な
ど

の
準
備
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
の
幼
稚
園
や
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
、
老
人
福
祉
施

設
の
お
年
寄
り
や
郷
土
館
の
和
紙

教
室
の
参
加
者
た
ち
が
、
和
紙
に

絵
を
描
い
た
り
、
貼
絵
な
ど
を
し

な
が
ら
行
灯
の
制
作
に
励
み
ま
す
。

　

夏
彩
祭
の
当
日
に
は
炎
天
下
の

も
と
、
大
曲
川
の
両
岸
に
行
灯
を

一
つ
ひ
と
つ
並
べ
て
い
き
ま
す
。

枠
を
組
み
立
て
、
ろ
う
そ
く
を
置

き
、
最
後
に
絵
を
描
い
た
和
紙
を

か
ぶ
せ
て
完
成
で
す
。

　

６
時
を
過
ぎ
て
薄
暗
く
な
る
の

を
待
っ
て
、
い
よ
い
よ
行
灯
を
灯

し
ま
す
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
炎

の
明
か
り
が
両
岸
に
ず
ら
り
と
並

ぶ
様
は
、
暗
闇
の
中
に
幻
想
的
な

世
界
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

川
面
に
映
る
行
灯
の
ほ
の
か
な
明

か
り
は
と
て
も
風
情
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
絵
を
行
灯
に
見
つ
け

「
あ
っ
た
！
あ
っ
た
！
」
と
喜

ぶ
親
子
や
、『
恋
人
た
ち
の
散
歩

道
』
を
楽
し
そ
う
に
語
ら
い
な
が

ら
歩
く
カ
ッ
プ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
橋
の

上
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
人
が
写
真

を
撮
影
し
、
立
ち
止
ま
っ
て
見
入

る
人
た
ち
も
い
ま
す
。

　

毎
年
、
天
気
を
気
に
し
な
が
ら

行
灯
を
飾
っ
て
い
ま
す
が
、
急
な

雨
に
途
中
で
撤
収
し
た
年
も
あ
り

ま
す
。
去
年
は
台
風
の
た
め
に
延

期
と
な
り
、
日
を
改
め
て
準
備
し

ま
し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
そ
の

日
も
強
風
の
た
め
、
ろ
う
そ
く
を

灯
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
終
わ

り
ま
し
た
。

　

周
桑
和
紙
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
始
め
た
行

灯
作
り
も
、
今
年
で
６
年
目
を
迎

え
ま
す
。
実
行
委
員
を
は
じ
め
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
年
々
行

灯
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
夏
の

風
物
詩
と
し
て
根
付
か
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
『
お
い
で
や
、
あ
そ
ぼ
や
、
ま
ち
よ
る
け
ん
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

恒
例
の
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
「
夏
彩
祭
」
が
、
今
年
も
８
月
22
日
㈰
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

会
場
と
な
る
新
地
商
店
街
は
、
ダ
ン
ス
夏
彩
祭
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
の
名
物
は
、
通
称
『
恋
人
た

ち
の
散
歩
道
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
大
曲
川
両
岸
を
彩
る
五
百
個
余
り
の

行
灯
で
す
。
川
面
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
映
え
る
行
灯
の
明
か
り
は
、
夏
の
終
わ

り
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
幻
想
の
世
界
を
作
り
出
し
ま
す
。

▲数の増加によって行灯作りも大変です

▲ 子どもたちの手作り行灯

▲伝統を今に伝える周桑手すき和紙

大
曲
川
に
映
え
る
行
灯
と
周
桑
手
す
き
和
紙

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は東予総合支所から「夏彩祭の名物となった、
周桑手すき和紙を使った行灯作り」について紹介します。

東予総合支所　　〒799－1394　周布349番地 1
　　　　　　　　℡0898－64－2700　　℻0898－65－4363

あんどん
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大
阪
市
中
心
部
で
毎
週
末
に
開

催
さ
れ
て
い
る
青
空
市
場
「
い
ろ

ど
り
マ
ル
シ
ェ
」
に
、
西
条
産
業

情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
が
出
店
し
、

そ
の
会
場
で
実
施
さ
れ
た
『
Ｖ

－

１
（
ベ
ジ
ワ
ン
）
グ
ラ
ン
プ
リ
』

で
、
Ｊ
Ａ
西
条
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
西
条
特
産
「
絹
か
わ
な
す
」
が

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
「
い
ろ
ど
り
マ
ル
シ
ェ
」
は
、

全
国
８
都
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る

生
産
地
と
消
費
者
を
結
び
つ
け
る

取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。
今
回
で

５
回
目
と
な
る
『
Ｖ

－

１
グ
ラ
ン

プ
リ
』
は
、
来
場
者
か
ら
選
ば
れ

た
約
１
０
０
人
が
全
国
各
地
の
野

菜
な
ど
を
食
べ
比
べ
、
評
価
し
て

投
票
を
行
う
も
の
で
す
。

　

西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
い
ろ
ど
り
マ
ル
シ
ェ
」

へ
の
出
店
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

い
て
の
も
の
で
、
消
費
者
と
の
直

接
の
触
れ
合
い
の
中
で
、
多
く
の

意
見
や
要
望
な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
関
西
地
区
に
お
い

て
、
西
条
特
産
品
を
食
べ
る
こ
と

の
で
き
る
料
理
店
や
購
入
す
る
こ

と
の
で
き
る
店
舗
な
ど
の
情
報
発

信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
流
通
の
拡
大
や
消
費

者
へ
の
情
報
提
供
、
新
た
な
販
路

拡
大
な
ど
を
視
野
に
入
れ
て
、
積

極
的
に
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
西
条
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
西
条
特
産
品
Ｐ
Ｒ
の

た
め
の
取
り
組
み
は
、
サ
イ
ク
ス

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
食
関
連
産
業

を
活
性
化
す
る
こ
と
の
で
き
る
人

材
を
養
成
す
る
た
め
、「
食
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
や
日
程
・

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

サ
イ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
食
品
製
造
の
安
全
管
理
・
品
質

保
全
セ
ミ
ナ
ー

　
加
工
食
品
の
製
造
工
程
に
お
け

る
安
全
管
理
、
品
質
保
全
手
法
を

学
ぶ
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

○
食
品
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

○
食
中
毒
防
止
対
策
に
つ
い
て

○
異
物
混
入
防
止
対
策
に
つ
い
て

○
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て　

等

定
員　

30
人
程
度

参
加
費　

無
料

開
催
時
期　

８
月
～
10
月
（
６
回
）

場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
輸
出
促
進
セ
ミ
ナ
ー

　

食
品
輸
出
に
つ
い
て
の
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
、
海
外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

情
報
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

○
海
外
に
お
け
る
日
本
食
品
市
場

　

の
現
状
と
可
能
性
に
つ
い
て

○
食
品
輸
出
実
務
に
つ
い
て　

等

定
員　

30
人
程
度

参
加
費　

無
料

開
催
予
定　

９
月
～
10
月
（
２
回
）

場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
商
品
開
発
・
販
路
開
拓
セ
ミ
ナ

ー
　

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
求
め
る
商
品
を

開
発
し
、
効
果
的
な
販
売
へ
結
び

つ
け
る
た
め
の
実
践
的
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
手
法
を
学
ぶ
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

○
地
域
産
品
を
活
用
し
た
商
品
化

　

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

○
具
体
的
開
発
手
法
に
つ
い
て

○
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ

　

方
法
に
つ
い
て　

等

定
員　

30
人
程
度

参
加
費　

無
料

開
催
予
定　

12
月
～
２
月
（
６
回
）

場
所　

食
の
創
造
館

■
問
合
せ　

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支
援センターの運営組織である、㈱西条産
業情報支援センターの愛称です。
　今月は、「西条特産品のＰＲ活動・食
関連産業活性化人材養成セミナー」など
についてお知らせします。

66

▲ 「いろどりマルシェ」のにぎわい

▲ 「絹かわなす」が栄冠

食
関
連
産
業
活
性
化

　
　
　
　

人
材
養
成
セ
ミ
ナ
ー

サ
イ
ク
ス
か
ら
の
事
業
案
内
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老
後
に
受
け
取
る
年
金
額
を
少

し
で
も
多
く
し
た
い
方
に
は
、
付

加
年
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
毎
月
の
保
険
料

に
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
加

え
て
納
付
す
る
こ
と
で
、
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

付
加
年
金
額
は
年
額
「
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
」
で

算
出
さ
れ
ま
す
。

　

将
来
の
年
金
額
を
増
や
し
た
い

方
は
、
少
し
で
も
早
い
ご
加
入
を

お
勧
め
し
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
方

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
、

任
意
加
入
被
保
険
者
（
保
険
料
の

免
除
や
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
、

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
を
除
き
ま
す
）

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
で
、

年
金
所
得
を
有
す
る
65
歳
未
満
の

給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
度
の
年
金
所
得
分
の
市
県
民

税
は
、
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
で
は

こ
の
徴
収
方
法
が
見
直
さ
れ
、
平

成
22
年
度
以
降
の
年
金
所
得
分
の

市
県
民
税
は
、
本
人
が
普
通
徴
収

を
選
択
し
た
場
合
な
ど
を
除
き
、

原
則
と
し
て
特
別
徴
収
で
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
普
通
徴
収
と
は

　

納
付
書
で
の
窓
口
払
い
、
口
座

振
替
な
ど
で
納
め
る
方
法
で
す
。

■
特
別
徴
収
と
は

　

給
与
か
ら
天
引
き
し
て
、
勤
務

先
を
通
じ
て
納
め
る
方
法
で
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
市
民
税
課

　

市
民
税
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
３
１
７

○
各
総
合
支
所

　

税
務
課
税
務
係
（
東
予
）

　

総
務
課
税
務
係
（
丹
原
・
小
松
）

18
日　

軽
自
動
車
税
全
期
分
の
督

　

促
状
の
発
送

30
日　

市
県
民
税
第
１
期
分
の
納

　

期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

愛
媛
県
で
は
平
成
17
年
度
か
ら

５
年
間
に
わ
た
り
森
林
環
境
税
を

活
用
し
、
県
民
参
加
に
よ
る
「
森

林
環
境
の
保
全
」
と
「
森
林
と
共

生
す
る
文
化
の
創
造
」
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
整
備
さ
れ
て

い
な
い
森
林
が
多
く
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
向
け
た
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
源
と
し
て
、
さ
ら
な
る
森
林

整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
森
林
環
境
税
を
継
続
・
拡

充
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

県
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
森
林

を
健
全
な
姿
で
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、
今
後
と
も
皆
さ

ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
継
続
・
拡
充
の
主
な
内
容

○
税
率
の
見
直
し

○
課
税
期
間
を
５
年
間
延
長

○
活
用
事
業
の
内
容
を
拡
充

■
問
合
せ

○
税
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
庁
税
務
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
２
０
１

○
税
の
使
途
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
庁
森
林
整
備
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
５
９
５

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

付
加
保
険
料
を
納
め
て

老
齢
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
を
！

65
歳
未
満
の
給
与
所
得
者
の
公

的
年
金
所
得
に
係
る
市
県
民
税

徴
収
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

６
月
の
市
税
ご
よ
み

愛
媛
県
の
森
林
環
境
税
を

継
続
・
拡
充
し
ま
す

個人：県内に住所がある人、県内に家屋敷等を
　　　持っている人
法人：県内に事業所等を持っている法人等

個人：年額700円
法人：県民税均等割標準税率の７％相当額
　　　（年額1,400円～56,000円）

５年間（平成22年度～26年度）

県民税均等割に上乗せして納税いただきます。

地球温暖化や災害の防止、水源のかん養など、県民の森
林に対する期待の高まりに対処して行う森林整備を加速
化します。
○地球温暖化防止のための森林整備、防災林整備など

持続的に森林整備を進めるために不可欠な県産材の需要
拡大、山村経済活性化等を拡充促進します。
○公共施設の木造・木質化促進、木質資源利用促進など

県民参加による森林づくりを本格化します。
○県民と森との交流促進、ＣＯ２排出権取引への取り組
　み、森づくり活動の拡充など

納税義務者

森をつくる

木をつかう

森とくらす

税　　　率

課 税 期 間

納 税 方 法

区　　分 内　　　　　容

■第２期森林環境税の概要

税
制
度
の
概
要

税
収
の
使
途

詳細は愛媛県ホームページ（http://www.pref.ehime.jp/）をご覧ください。
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■
補
助
の
対
象
者

　

自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
方
（
平
成
22
年
４
月
～
平
成

23
年
３
月
に
設
置
が
完
了
す
る
工

事
が
対
象
で
す
）

■
補
助
金
額

　

次
の
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
低
い

金
額
（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

①
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
太
陽
電

　

池
の
最
大
出
力
値
に
、
１
キ
ロ

　

ワ
ッ
ト
当
た
り
３
万
円
を
乗
じ

　

て
得
た
金
額
。
た
だ
し
、
最
大

　

出
力
値
の
上
限
は
４
キ
ロ
ワ
ッ

　

ト
（
12
万
円
）
で
す
。

②
設
置
に
要
し
た
補
助
対
象
経
費

　

の
５
％
の
金
額

■
補
助
金
の
申
請
方
法

　

次
の
順
で
、
関
係
書
類
を
市
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
予
約
申
請

　

予
約
申
請
の
受
付
は
６
月
１
日

　

㈫
～
平
成
23
年
１
月
31
日
㈪
。

②
交
付
申
請

　

設
置
工
事
完
了
後
に
提
出
。

③
請
求

　

交
付
決
定
通
知
受
領
後
に
提
出
。

※
申
請
書
等
の
様
式
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

○
設
置
し
た
シ
ス
テ
ム
を
法
定
耐

　

用
年
数
の
期
間
内
に
処
分
し
た

　

場
合
は
、
補
助
金
を
返
還
し
て

　

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
シ
ス
テ
ム
設
置
後
、
参
考
デ
ー

　

タ
の
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
く

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。（
２
年
間
）

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

産
業
政
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

■
補
助
の
対
象
者

　

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
外
・

集
合
処
理
区
域
外
に
お
い
て
、
主

に
居
住
を
目
的
と
し
た
住
宅
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
、

も
し
く
は
同
区
域
外
に
お
い
て
、

く
み
取
り
便
槽
や
単
独
処
理
浄
化

槽
（
ト
イ
レ
の
汚
水
の
み
処
理
す

る
浄
化
槽
）
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
に
変
更
さ
れ
る
方

■
補
助
金
の
限
度
額

○
５
人
槽　

46
万
３
０
０
０
円

○
７
人
槽　

61
万
５
０
０
０
円

○
10
人
槽　

88
万
６
０
０
０
円

※
補
助
基
数
は
予
算
の
範
囲
内
で

　

の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
設

　

置
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
早

　

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
の
上
乗
せ

　

市
内
の
水
資
源
環
境
を
守
る
た

め
、
加
茂
川
水
系
山
間
部
に
設
置

す
る
方
に
は
、
補
助
金
を
上
乗
せ

し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
上
乗
せ
の
限
度
額

○
５
人
槽　

２
万
７
０
０
０
円

○
７
人
槽　

３
万
４
０
０
０
円

○
10
人
槽　

４
万
８
０
０
０
円

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
、
林

産
物
等
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
電
気
牧
柵
機
の
設
置
な
ど
の

防
除
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
の
内
容

　

次
の
購
入
費
に
対
し
て
２
分
の

１
以
内
を
助
成
（
限
度
額
は
１
人

に
つ
き
年
間
５
万
円
）

①
電
気
牧
柵
機

②
防
護
柵
（
ト
タ
ン
で
の
防
護
柵

　

は
助
成
対
象
外
）

③
防
護
ネ
ッ
ト
（
獣
害
対
策
限
定
）

④
爆
音
機
（
猿
害
対
策
限
定
）

※
②
③
④
は
、
今
年
度
か
ら
の
取

　

り
組
み
で
す
。

■
助
成
対
象
者

　

市
内
に
住
所
と
農
地
を
有
す
る

農
業
者
、
権
限
に
基
づ
く
権
利
を

有
す
る
耕
作
者
な
ど

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
林
業
課　

林
政
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
４

○
各
総
合
支
所
農
林
水
産
課

　

林
政
漁
政
係
（
東
予
）

　

農
林
水
産
係
（
丹
原
・
小
松
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
費
を
補
助
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
を

補
助
し
ま
す

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
防
除

費
用
を
助
成
し
ま
す

　水は命の源です。私たちの日常生活を支えるかけがえのない
大切な資源です。これからも安全でおいしい水を安定的に確保
できるよう一人ひとりが水の大切さを見直し、上手な使い方を
心がけましょう。

●こまめな点検で漏水を早期に発見・修理しましょう！
　漏水が発生した場合、漏水分の料金はお客様の負担となりま
す。漏水の早期発見のため、月に１度は水道メーターなどを確
認し、漏水していたら早めに修理しましょう。
※水道メーターは、メーターボックスの中にあります。メーターボックス
　は、官民境界から私有地側へおおむね１ｍ以内に設置しています。

●漏水のチェック方法
　水を使用していないときに、水
道メーターのパイロットマークが
回っていれば、漏水の可能性があ
ります。
　漏水と思われるときは、すぐに
西条市指定給水装置工事事業者に
修理を依頼してください（修理費
用等はお客様負担となります）。
　分からないことがあれば、担当課へお問い合わせください。

問合せ　○市庁舎本館水道業務課
　　　　　水道料金係　℡0897－52－1584
　　　　○各総合支所建設管理課
　　　　　上下水道係（東予）、水道係（丹原・小松）

６月１日㈫～７日㈪は「水道週間」

水を使っていないのに
パイロットマークが
回っていれば

漏水の可能性あり！
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総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

等
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
、

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付

す
る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
支
援
の
内
容

○
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

○
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な

　

場
合
、
無
償
に
よ
る
工
事
等
の

　

実
施

■
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除

と
な
っ
て
い
る
世
帯

○
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を

　

受
け
て
い
る
世
帯

○
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ

　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の

　

世
帯

○
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ

　

れ
て
い
る
方

■
受
付
期
間

　

平
成
22
年
７
月
２
日
㈮
ま
で

■
注
意
事
項

○
支
援
の
申
し
込
み
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　

と
の
受
信
契
約
を
結
び
、
全
額

　

免
除
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。

○
支
援
は
現
物
給
付
で
す
の
で
、

　

ご
自
身
で
購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー

　

ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の

　

費
用
を
清
算
す
る
こ
と
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

■
問
合
せ　

総
務
省　

地
デ
ジ
チ

ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
３
３
８
４
０

URLhttp://w
w

w
.chidejishien.jp/

※
受
付
は
、
月
～
金
曜
日
は
９
時

　

～
21
時
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日

　

は
９
時
～
18
時
。

　

６
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
２
年
３
月
３
日
～
同
年
６

月
２
日
に
生
ま
れ
た
方
お
よ
び
平

成
21
年
12
月
２
日
～
平
成
22
年
３

月
１
日
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方

で
、
平
成
22
年
６
月
１
日
現
在
に

お
い
て
、
平
成
22
年
３
月
２
日
か

ら
引
き
続
き
西
条
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

■
縦
覧
期
間

　

６
月
３
日
㈭
～
７
日
㈪

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

６
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す

る
た
め
の
支
援
を
し
ま
す

住民基本台帳の一部と選挙人名簿抄本の閲覧状況を公表します
▼住民基本台帳の一部（写し）の閲覧状況（住民基本台帳法第11条第３項および第11条の２第12項による公表）

▼選挙人名簿抄本の閲覧状況（公職選挙法第28条の４第７項による公表）

閲覧期間：平成21年４月１日～平成22年３月31日

問合せ：市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1458

問合せ：市庁舎別館選挙管理委員会　℡0897－52－1263

ＮＨＫ松山放送局

朝日新聞東京本社世論調査センター 政治・選挙に関する世論調査 平成21年５月12日 高田集会所、新屋敷集会所

西条北中学校

古川団地集会所

西条市内全投票区・所

東予地方局総務県民課

東予地方局地域政策課

愛媛県環境政策課

㈶えひめ地域政策研究センター

㈶明るい選挙推進協会

政治・選挙に関する世論調査 平成21年６月25日

政治・選挙に関する世論調査

政治・選挙に関する世論調査

平成21年７月１日

平成21年９月９日

㈳共同通信社 政治・選挙に関する世論調査

政治・選挙に関する世論調査

平成21年９月14日

政治に関する意識調査 平成21年９月30日

平成21年10月５日

玉津公民館、市役所庁舎別館、大町小学校、橘小学校、
大新田集会所、吉岡公民館、徳田小学校、小松西保育所

ひうち体育館、神拝公民館、西条市農協大町支所、氷見小学校、
三津屋集会所、三芳公民館、田野小学校、明穂集会所

西条東中学校、西条児童館、古川団地集会所、禎瑞小学校、
壬生川公民館、国安小学校、丹原小学校、新屋敷集会所

視聴率・日本人の意識調査 平成21年５月12日 ７歳以上 旧西条市 ２８件

閲　覧　者 目　　　的 閲覧年月日 閲覧対象 閲覧地区 閲覧件数

４９０件

１,２７８件

計

１２件

１７２件

１７２件

１５６件

７４０件

１４件

１２件

閲　覧　者 目　　　的 閲覧年月日 閲覧地区（各投票区・所の選挙人） 閲覧件数

計

ＮＨＫ放送文化研究所世論調査部 世論調査 平成21年５月13日 ７歳以上 横黒西、市塚 １２件

総務省統計局統計調査部 家計消費状況調査

総務省統計局統計調査部 家計消費状況調査

平成21年５月14日 20歳以上 下島山甲、飯岡 ８６件

平成21年７月10日 20歳以上 福武甲 ４３件

労働政策研究・研修機構 高齢者の雇用・就業の実態に関する調査 平成21年７月28日 55歳以上69歳以下 丹原町願連寺 ２４件

ドイツ―日本研究所社会科学研究部 日常生活満足度調査 平成21年７月28日 20歳以上 禎瑞 ２１件

毎日新聞社世論調査室 世論調査 平成21年８月18日 16歳以上 小松町 １６件

国立精神・神経センター精神保健研究所 薬物の使用状況に関する調査 平成21年８月26日 15歳以上64歳未満 丹原町徳能甲 １３件

ＮＨＫ松山放送局放送部 11月全国視聴率調査 平成21年９月15日 20歳以上 明屋敷 ２８件

内閣府大臣官房政府広報室 地域におけるライフスタイルに関する調査 平成21年10月７日 60歳以上 楠 １２件

内閣府大臣官房政府広報室 文化に関する世論調査 平成21年10月８日 20歳以上 新市 １２件

総務省統計局統計調査部 家計消費状況調査 平成21年11月11日 16歳以上 氷見丙 ４１件

内閣府大臣官房政府広報室

内閣府大臣官房政府広報室

科学技術と社会に関する世論調査 平成21年12月15日 20歳以上 神拝甲 １２件

社会意識に関する世論調査 平成21年12月15日 20歳以上 船屋甲 ２０件

日本たばこ産業 全国たばこ喫煙者率調査 平成22年１月20日 20歳以上 小松町新屋敷 ２０件

内閣府政策統括官付青少年支援担当 若者の意識に関する調査 平成22年１月28日 15歳以上39歳以下 大町 ２５件

ＮＨＫ放送文化研究所世論調査部 放送についての意識調査 平成22年１月29日 16歳以上 神拝甲 １４件

日本赤十字看護大学大学院 終末医療の望ましいあり方 平成22年２月18日 20歳以上 明屋敷 ２５件

日本宝くじ協会 宝くじに関する世論調査 平成22年３月18日 18歳以上 大町、小松町南川 ３８件
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９
月
５
日
㈰
開
催
の
市
民
総
合

体
育
大
会
開
会
式
で
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
努
め
た
方
々
や
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
々
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。

　

表
彰
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

健
康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
の
種
類

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労
賞

○
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
指
導
者
賞

○
ス
ポ
ー
ツ
最
優
秀
賞

○
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

○
市
民
ス
ポ
ー
ツ
賞

■
表
彰
の
対
象
者

○
市
内
に
居
住
す
る
方

○
市
内
に
拠
点
を
お
く
ス
ポ
ー
ツ

　

団
体

○
市
内
に
あ
る
学
校
ま
た
は
事
業

　

所
に
在
籍
す
る
方

■
表
彰
の
対
象
期
間

　

平
成
21
年
７
月
１
日
～
平
成
22

年
６
月
30
日

■
表
彰
の
推
薦
者

　

㈶
西
条
市
体
育
協
会
各
種
目
団

体
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体

■
推
薦
期
限　

７
月
２
日
㈮

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

　

子
ど
も
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
６
月
30
日
㈬
ま
で
に
「
現
況

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降

の
子
ど
も
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　

６
月
初
旬
に
該
当
者
へ
現
況
届

を
送
付
し
ま
す
。
届
か
な
か
っ
た

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
４
月
・
５
月
中
に
子
ど
も
手
当

　

の
認
定
請
求
手
続
き
を
さ
れ
た

　

方
は
、
今
年
度
の
現
況
届
の
提

　

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
提
出
先

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

市
内
の
小
・
中
学
校
で
使
用
し

て
い
る
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

　

会
場
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

■
展
示
期
間

　

６
月
18
日
㈮
～
７
月
７
日
㈬

■
展
示
会
場

○
こ
ど
も
の
国
（
月
曜
日
休
館
）

○
丹
原
総
合
支
所
（
土
・
日
曜
日

　

休
み
）

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
学
校
教

育
課　

学
務
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
５
２

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
架
空
請
求
詐

欺
、
融
資
保
証
金
詐
欺
、
還
付
金

詐
欺
な
ど
、
県
内
で
振
り
込
め
詐

欺
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
振
り
込
め
詐
欺
等
の
予
防
策

○
「
還
付
金
が
あ
る
」
な
ど
と
言

　

っ
て
、
市
役
所
な
ど
の
公
的
機

　

関
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払

　

機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

　

と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
正
規
の
信
販
会
社
や
貸
金
業
の

　

会
社
が
融
資
を
す
る
に
あ
た
っ

　

て
、
借
主
か
ら
お
金
を
送
金
さ

　

せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ど
ん
な
口
実
で
も
「
お
金
を
振

　

り
込
ん
で
」
と
か
「
ゆ
う
パ
ッ

　

ク
（
エ
ク
ス
パ
ッ
ク
）
で
送
っ

　

て
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
、
そ

　

れ
は
詐
欺
で
す
。
す
ぐ
に
電
話

　

を
切
り
ま
し
ょ
う
。

○
相
手
が
言
っ
た
連
絡
先
に
は
絶

　

対
に
問
い
合
わ
せ
な
い
で
、
電

　

話
帳
な
ど
で
正
規
の
連
絡
先
を

　

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
不
審
に
思
っ
た
ら
警
察
へ

　

不
審
な
電
話
等
が
あ
っ
た
と
き

は
、
相
手
の
言
っ
た
内
容
を
信
用

せ
ず
、
最
寄
り
の
警
察
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・西条警察署
　℡0897－56－0110
・西条西警察署
　℡0898－64－0110

西
条
市
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
に
ふ
さ

わ
し
い
方
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

子
ど
も
手
当
の

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

振
り
込
め
詐
欺
被
害
発
生
！

不
審
な
電
話
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で

教
科
書
を
展
示
し
ま
す

　「水の都西条」にふさわしい、きれいな河川にするため、
多くの皆さんの参加をお願いいたします。
■お願い　清掃用具は、なるべく各自で準備してください。
　　　　　参加者には記念品があります。
■問合せ　市庁舎別館環境衛生課　℡0897－52－1382

■清掃対象水系
①新町川水系
②新川水系
③御舟川水系
④馬渕川・サラサラ川水系

日　時 ７月４日㈰　８時30分～10時（小雨決行）

　

広
報
５
月
号
の
４
・
５
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
「
財
政
比
較
分
析
表
（
平

成
20
年
度
普
通
会
計
決
算
）
を
公
表

し
ま
す
」
の
記
事
に
お
い
て
、
５
ペ

ー
ジ
右
上
に
掲
載
の
「
公
債
費
負
担

の
状
況
」
の
グ
ラ
フ
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

グ
ラ
フ
に
あ
る
「
類
似
団
体
内
最

小
値　

22
・
１
％
」
は
、
正
し
く
は

「
類
似
団
体
内
最
大
値　

22
・
１
％
」

で
す
。
訂
正
し
て
、
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正
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平
成
22
年
度
の
保
育
料
を
左
表

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

保
育
料
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

次
の
措
置
を
行
い
、
県
内
他
市
と

比
べ
て
低
額
な
保
育
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
保
育
料
の
軽
減
措
置

○
保
育
料
の
一
部
を
市
が
負
担

　

国
の
定
め
る
保
護
者
徴
収
金
の

一
部
を
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
の
市
負
担
額
は
、

　

児
童
１
人
当
た
り
年
額
６
万
９

　

５
９
０
円
で
す
。

○
第
２
子
半
額
制
度

　

１
世
帯
で
２
人
の
児
童
が
保
育

所
ま
た
は
幼
稚
園
に
入
所
・
入
園

し
、
年
齢
の
低
い
児
童
が
保
育
所

に
入
所
し
て
い
る
場
合
、
年
齢
の

低
い
児
童
の
保
育
料
を
半
額
と
し

て
い
ま
す
。

○
第
３
子
以
降
無
料
制
度

　

１
世
帯
で
３
人
以
上
の
児
童
が

保
育
所
ま
た
は
幼
稚
園
に
入
所
・

入
園
し
て
い
る
場
合
、
保
育
所
に

入
所
し
て
い
る
３
人
目
以
降
の
保

育
料
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
女
性
児

童
福
祉
課　

保
育
児
童
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
３
３
７

　

平
成
22
年
度
の
市
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
方
は
、

申
請
を
し
て
「
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る

と
、
介
護
保
険
施
設
を
利
用
し
た

際
の
食
費
と
居
住
費
が
一
部
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
入
所
中
で
該
当
す
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

方
も
６
月
30
日
㈬
が
有
効
期
限
と

な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
利
用

さ
れ
る
方
は
、
７
月
30
日
㈮
ま
で

に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
介
護
保
険
施
設

○
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

　

護
老
人
ホ
ー
ム
）

○
介
護
老
人
保
健
施
設

○
介
護
療
養
型
医
療
施
設

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
介
護
保
険
被
保
険
者
証

○
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

※
認
定
証
は
持
っ
て
い
る
方
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

介
護
認
定
給
付
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
２
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

現
在
、
使
用
し
て
い
る
重
度
心

身
障
害
者
と
母
子
家
庭
の
医
療
費

受
給
者
証
は
、
６
月
30
日
㈬
で
有

効
期
限
が
満
了
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
㈭
か
ら
は
、
新
し
い

受
給
者
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
の
必
要
な
方
に

は
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

受
給
資
格
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、

担
当
課
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
21
年
中

の
所
得
税
が
非
課
税
の
た
め
新
た

に
該
当
す
る
方
の
申
請
受
付
は
、

６
月
末
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
更
新
手
続
き
が
不
要
な
方

　

次
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

○
療
育
手
帳
A

○
身
体
障
害
者
手
帳
３
～
６
級
と

　

療
育
手
帳
B
の
両
方

■
更
新
・
申
請
場
所

○
市
庁
舎
本
館
国
保
医
療
課

　

医
療
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

保
育
料
が
決
定
し
ま
し
た

■平成22年度　保育料一覧表

■重度心身障害者・母子家庭医療費受給者証の資格等

対　　　　象 所得税要件

重
度
心
身
障
害
者
医
療

母
子
家
庭
医
療

種別
受　給　資　格 更新・申請時に

必要なもの

身体障害者手帳１・２級

身体障害者手帳３級

療育手帳Ｂ

身体障害者手帳３～６級と
療育手帳Ｂ

療育手帳Ａ

配偶者が障害などで母子家庭
と同様の事情にある方

祖母と孫、姉と弟妹、父母のい
ない児童など、準母子家庭の方

母と同じ保険に加入している
20歳までの児童（学生の方は
この限りではありません）

生計維持者
（母）が
非課税

な　し

非課税世帯

身体障害者手帳
療育手帳
保険証、印鑑
※１、※３

※１　重度心身障害者で西条市内に住民登録をしていない児童、母子家庭で18歳以上の
　　学生（高校生を除く）は、証明日付が平成22年４月以降の在学証明書が必要です。
※２　平成22年１月２日以降に転入した方は、所得税が非課税と分かる書類（課税証明
　　書、源泉徴収票など）が必要です。市外に住所がある重度心身障害者で、西条市の
　　国民健康保険証を持っている方も、所得税が非課税と分かる書類が必要です。
※３　年度ごとの更新手続きを行う必要はありません。

身体障害者手帳
療育手帳
保険証、印鑑
受給者証（更新者）
※１、※２

保険証、印鑑
受給者証（更新者）
※１、※２

重
度
心
身
障
害
者
・
母
子
家
庭

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

介
護
保
険
施
設
で
の

食
費
と
居
住
費
を
減
額
し
ま
す
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■
日
時

○
コ
ー
ス
１

　

６
月
13
日
㈰　

10
時
～
12
時

○
コ
ー
ス
２

　

６
月
27
日
㈰　

10
時
～
12
時

■
内
容

○
コ
ー
ス
１　

青
梅
の
も
ぎ
と
り

　

体
験
と
梅
ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り

○
コ
ー
ス
２　

完
熟
梅
の
も
ぎ
と

　

り
体
験
と
梅
ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り

■
定
員

　

各
コ
ー
ス
15
組
（
２
人
１
組
）

■
参
加
費

　

各
コ
ー
ス
１
組
２
０
０
０
円

■
申
込
期
限

○
コ
ー
ス
１　

６
月
４
日
㈮

○
コ
ー
ス
２　

６
月
18
日
㈮

■
申
込
先

　

東
予
園
芸
農
業
協
同
組
合

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
８

－

４
５
４
５

■
展
示
期
間

　

６
月
６
日
㈰
～
13
日
㈰

■
場
所　

前
神
寺
（
洲
之
内
）

■
内
容

　

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
作
品
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
に
障

害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
作
品
展
。

■
問
合
せ

　

ゆ
か
い
な
仲
間
（
一
色
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

９
４
１
６

■
日
時

　

６
月
13
日
㈰　

14
時
上
映

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
タ
イ
ト
ル

　

ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い

■
内
容

　

精
神
に
障
害
の
あ
る
方
の
地
域

で
の
日
常
生
活
を
描
い
た
作
品

■
入
場
料

○
大
人　
　
　
　

５
０
０
円

○
高
校
生
以
下　

２
０
０
円

■
問
合
せ

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

く
ろ
～
ば
～

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
６
２
８

■
主
催

　

西
条
市
障
害
者
団
体
連
合
会

■
日
時

　

６
月
６
日
㈰　

14
時
～
16
時

■
場
所

　

丹
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

　

陸
上
自
衛
隊
第
14
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏
会
。
地
元
の
高
校
生
と
の

合
同
演
奏
を
含
め
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
の
幅
広
い

曲
が
演
奏
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

西
条
市
自
衛
隊
父
兄

会
・
後
援
会
（
村
上
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

７
４
７
５

■
日
時

　

６
月
20
日
㈰　

15
時
開
演

■
場
所

　

丹
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
演
題　

も
ぎ
た
て
テ
レ
ビ
と
私

■
講
師　

南
海
放
送
㈱
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー　

野
志
克
仁
氏

■
問
合
せ

　

伊
予
西
条
間
税
会
（
近
藤
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
３
２
９

講師
野志克仁氏

※実施場所など詳細は
　申込時にお問い合わ
　せください。

梅
も
ぎ
体
験
と

マ
イ
梅
ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り
体
験

ゆ
か
い
な
仲
間
の
作
品
展

「
障
害
者
問
題
」
啓
発
映
画
会

ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
in
西
条

伊
予
西
条
間
税
会　

講
演
会

　昨年、朝日新聞社と朝日新聞出版によって「千の風になった
あなたへ贈る手紙」が募集され、世界17カ国から5,056通もの
大切な人へ想いを込めた手紙が集まりました。
　この手紙の原書が西条市に寄託されることを記念し、市では
「千の風になって」訳詩・作曲者である新井満さん、朝日新聞
社編集委員の一色清さん、作品著者などのゲストをお迎えして
シンポジウムと手紙の朗読会を開催します。

日 時

場 所

６月27日㈰　18時開演

総合文化会館 大ホール

聴講方法　入場整理券（無料）が必要です。往復はがきに
　　　　住所、氏名、電話番号、希望人数（はがき１枚に
　　　　つき２人まで）を記入し、下記の申込先へお送り
　　　　ください。申込期限は６月15日㈫（消印有効）で
　　　　す。応募多数の場合は抽選で決定します。

申 込 先　〒793－8601　明屋敷164
　　　　　西条市役所商工労政課「千の風・物語」係

問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
主　催　西条市、㈶自治総合センター
※このシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協議会からの
　拠出金を受けて実施するものです。

（左から）

新井 満さん

一色 清さん
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【
苔こ

け

で
飾
ろ
う
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
）

　

６
月
７
日
㈪
～
９
日
㈬

　

10
時
30
分
～
12
時

■
内
容　

苔
盆
栽
、
苔
玉
づ
く
り

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

【
草
木
染
　
野
の
草
花
で
染
め
る
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
）

　

６
月
10
日
㈭
・
11
日
㈮

　

10
時
～
15
時

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費　

１
４
０
０
円
（
昼
食

代
込
。
素
材
代
別
途
必
要
）

【
新
緑
の
ブ
ナ
林
を
歩
く
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
）

　

６
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

　

９
時
～
16
時　

※
雨
天
中
止

■
内
容

　

自
然
観
察
を
し
な
が
ら
成
就
社

周
辺
の
ブ
ナ
林
を
散
策

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費

　

５
千
円
（
昼
食
代
別
途
必
要
）

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

　
「
ギ
リ
シ
ャ
っ
て
こ
ん
な
に
お

も
し
ろ
い
！　

～
神
話
の
時
代
か

ら
現
代
ま
で
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
と
料
理
教
室
を
通
し
て
ギ
リ

シ
ャ
の
歴
史
や
文
化
、
食
文
化
を

楽
し
く
紹
介
し
ま
す
。

【
講
演
】

■
日
時　

７
月
２
日
㈮

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

■
場
所　

西
条
図
書
館
会
議
室

■
演
題　

ギ
リ
シ
ャ
っ
て
こ
ん
な

に
お
も
し
ろ
い
！

■
講
師　

ギ
リ
シ
ャ
プ
ラ
ザ
代
表

　
　
　
　

柳
田
富
美
子
氏

■
定
員　

50
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
）

【
料
理
教
室
】

■
日
時

　

７
月
３
日
㈯　

10
時
～
14
時

■
場
所　

食
の
創
造
館

■
内
容

　

西
条
特
産
の
絹
か
わ
な
す
で
、

ギ
リ
シ
ャ
料
理
の
ム
サ
カ
と
イ
マ

ム
を
作
り
ま
す
。

■
講
師　

ギ
リ
シ
ャ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

長
屋
カ
テ
リ
ー
ナ
氏

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
定
員　

30
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
）

【
申
込
先
等
】

■
申
込
期
限　

６
月
25
日
㈮

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

同
時
開
催
　
ギ
リ
シ
ャ
ウ
ィ
ー
ク

　

７
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬
の
間
、

食
の
創
造
館
で
、
ギ
リ
シ
ャ
の
物

産
販
売
を
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

食
の
創
造
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

７
１
５
０

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
な
た
は

大
切
な
人
の
命
を
救
う
応
急
手
当

の
方
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

消
防
署
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
「
応
急
手
当
の
日
」
と
し
て

適
切
な
応
急
手
当
の
方
法
を
学
ぶ

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

６
月
20
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
会
議
室

■
申
込
先

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－
０
１
１
９

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
８

－

０
１
１
９

　

消
防
署
で
は
、
自
治
会
や
事
業

所
、
各
種
団
体
を
対
象
に
、
消
火

訓
練
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
、
正
し
い
消
火

器
の
使
用
方
法
や
初
期
消
火
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
先

○
東
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

知っているようで知らない
ギリシャの魅力を紹介！

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

国
際
理
解
講
座

ギ
リ
シ
ャ　

講
演
＆
料
理
教
室

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

体
験
し
て
み
よ
う
！

正
し
い
消
火
器
の
取
り
扱
い

●日時　６月26日㈯　10時～13時
●内容　旬のアスパラと梅を使って、おいしいパ
　　　ンとジャムを作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　一色典子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　６月19日㈯　

●日時　６月29日㈫　10時～13時
●内容　旬の太刀魚（タチウオ）を使った料理を
　　　作ります。
●講師　ターミナルホテル支配人　森 仁志氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円　　●申込期限　６月22日㈫

●日時　第１回：６月22日㈫　14時～16時
　　　　※第２回は９月、第３回は１月に開催予定。
●会場　マルトモ水産鮮魚市場（樋之口456－5）
　　　　※会場へは各自で行っていただきます。
●内容　鰆（さわら）のさばき方、簡単な調理を
　　　学びます。※天候によっては食材を変更します。
●講師　マルトモ水産㈱代表取締役　秋月友廣氏
●定員　30人（応募多数の場合は抽選）
●参加費 各回1,500円　●申込期限 ６月15日㈫

【臨時休館】　６月７日㈪・21日㈪は清掃作業などのため休館します。
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■
日
時　

６
月
29
日
㈫

　
　
　
　

９
時
30
分
～
16
時

■
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室
、

研
修
室
１
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

育
児
の
援
助
に
つ
い
て

必
要
な
知
識
と
技
術
を
学
習

■
対
象

　

セ
ン
タ
ー
の
提
供
会
員
（
育
児

の
援
助
を
行
う
人
）
と
し
て
活
動

を
希
望
す
る
20
歳
以
上
の
方

■
申
込
期
限　

６
月
22
日
㈫

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

内　

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
６
６
６

※
講
習
中
の
託
児
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
提
供
会
員
募
集
中
】

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
す
る

人
・
さ
れ
る
人
で
助
け
合
う
会
員

組
織
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
預

か
っ
て
育
児
を
援
助
す
る
「
提
供

会
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
当
講

習
会
を
受
講
い
た
だ
き
、
活
動
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　

○
６
月
３
日
㈭　

19
時
～
21
時

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

○
６
月
11
日
㈮

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容

　

講
演
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
」
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
の
学
習
・
紹
介

■
申
込
先

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
４

－

２
６
０
０

■
日
程
・
場
所

○
初
級
コ
ー
ス
（
全
20
回
）

　

７
月
９
日
㈮
～
12
月
10
日
㈮

　

19
時
～
21
時

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

○
中
級
コ
ー
ス
（
全
20
回
）

　

７
月
22
日
㈭
～
12
月
16
日
㈭

　

19
時
～
21
時

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容

○
初
級　

平
易
な
会
話
練
習

○
中
級　

表
現
力
、
読
み
取
り
能

　
　
　

力
、
伝
達
能
力
の
向
上

■
申
込
期
限

　

開
催
日
１
週
間
前
（
先
着
順
）

■
申
込
先

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８
－

６
４

－

２
６
０
０

■
日
程
（
２
回
実
施
）

○
７
月
24
日
㈯
～
26
日
㈪

○
７
月
30
日
㈮
～
８
月
１
日
㈰

■
場
所

　

丹
原
農
村
婦
人
の
家
加
工
室

　
　
　
（
Ｊ
Ａ
周
桑
田
野
支
所
隣
）

■
内
容

　

地
元
の
材
料
を
使
っ
て
お
い
し

い
味
噌
造
り
に
挑
戦

■
対
象　

全
日
程
（
３
日
間
）
に

参
加
可
能
な
方

■
定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

■
費
用　

材
料
費
実
費

■
申
込
期
間

　

６
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮

■
申
込
先

　

丹
原
総
合
支
所
農
林
水
産
課

　

農
林
水
産
係

■
主
催　

西
条
市
丹
原
町
ふ
る
さ

と
の
味
研
究
会

■
日
時

　

６
月
20
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所

　

加
茂
川
ト
リ
ム
公
園
に
集
合
し

加
茂
地
区
・
千
町
に
移
動
。

■
内
容　

梅
を
収
穫
し
て
、
甘
露

煮
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

■
講
師　

首
藤
静
枝
氏

■
定
員　

50
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
条
加

茂
蕎
麦
く
ら
ぶ
（
高
橋
）

ＴＥＬ
０
９
０

－

４
７
８
０

－

８
０
３
６

■
日
時

　

６
月
12
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ　

住
宅
マ
ネ
ー
入
門

■
内
容

　

各
分
野
の
プ
ロ
が
安
心
・
安
全

で
快
適
な
家
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

い
し
づ
ち
森
林
組
合

内　

西
条
地
産
地
消
の
家
づ
く
り

推
進
協
議
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

「
地
産
地
消
」

　

  

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

西
条
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
初
級
講
習
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

味み

そ噌
造
り
新
人
養
成
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

山
里
ふ
れ
あ
い
塾　

～
完
熟
鶯お

う

宿し
ゅ
く
ば
い梅
の
収
穫
と
甘
露
煮
教
室

日　　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

ひうち球場ほか第５回本部長旗
軟式野球大会

西条市さわやか家庭婦人
バレーボール大会

第32回石鎚柔道大会

西条市市長杯大会
軟式野球大会

第５回本部長杯
ソフトボール大会

第５回本部長杯
バドミントン大会

西条市ソフトボール協会
杯大会（成年の部）

12日　7：00
13日　7：00

ひうち陸上競技場第３回
ひうち長距離記録会 12日 18：00

西条西部体育館13日　9：00

東予体育館20日　9：30

ひうち球場ほか20日　8：00
27日　8：00

東予運動公園多目
的広場27日　8：00

総合体育館27日　8：00

丹原総合公園多目
的広場ほか27日　9：00

得
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観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
実
施
し
て
い

る
、
松
山
空
港
ビ
ル
ロ
ビ
ー
展
の

出
展
だ
ん
じ
り
を
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
だ
ん
じ
り
数

　

２
台
（
素
木
・
塗
り
各
１
台
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
過
去
の

　

出
展
だ
ん
じ
り
を
除
い
た
上
で

　

抽
選
に
て
決
定
し
ま
す
。

■
出
展
期
間

　

８
月
１
日
㈰
～
８
日
㈰

■
経
費
等

　

だ
ん
じ
り
を
所
有
す
る
代
表
者

と
委
託
契
約
を
締
結
し
、
作
業
経

費
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

　

保
険
に
つ
い
て
は
市
が
加
入
し

ま
す
。

■
申
込
方
法

　

観
光
振
興
課
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

６
月
21
日
㈪
～
30
日
㈬
19
時

■
申
込
先

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課　

観
光
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

■
日
時　

６
月
４
日
㈮

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

西
条
商
工
会
議
所
本
所

　
　
　
　

２
階
中
会
議
室

■
講
師

　

西
川
ひ
か
る
氏
（
元
俳
優
）

■
申
込
先

　

西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

■
日
時　

６
月
19
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

新
居
浜
市
惣
開
公
民
館
（
イ
オ

ン
モ
ー
ル
新
居
浜
南
向
か
い
側
）

■
内
容　

引
き
こ
も
り
が
ち
な
若

者
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
た

め
の
援
助
活
動
紹
介

■
問
合
せ　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
・
麦ば

く

の
家い

え

ＴＥＬ
０
８
９

－
９
２
３

－

４
４
８
１

【
訪
問
相
談
を
実
施
中
】

　

麦
の
家
で
は
ニ
ー
ト
の
支
援
を

求
め
る
家
庭
へ
相
談
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。（
原
則
１
回
・
無
料
）

　

詳
し
く
は
、
麦
の
家
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
経
営
・
管
理
研
修

○
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
①

　

７
月
３
日
㈯

　

申
込
期
限
…
６
月
23
日
㈬

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
上

　

手
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
！

　

６
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

申
込
期
限
…
６
月
11
日
㈮

○
デ
ジ
カ
メ
撮
影
＆
フ
ォ
ト
シ
ョ

　

ッ
プ
編
集
！

　

６
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

申
込
期
限
…
６
月
11
日
㈮

○
ア
ク
セ
ス
実
務
操
作

　

７
月
３
日
㈯
・
10
日
㈯

　

申
込
期
限
…
６
月
18
日
㈮

○
ワ
ー
ド
実
務
操
作

　

７
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

　

申
込
期
限
…
６
月
30
日
㈬

○
エ
ク
セ
ル
実
務
操
作

　

７
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭

　

申
込
期
限
…
７
月
７
日
㈬

■
専
門
技
術
研
修

○
Ｊ
Ｗ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作

　

７
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
・
10
日
㈯

　

申
込
期
限
…
６
月
18
日
㈮

■
問
合
せ　

各
講
座
は
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
若
者
を
引
き

こ
も
り
に
し
な
い
た
め
に
」

西
条
商
工
会
議
所
経
営
セ
ミ
ナ
ー

芸
能
界
か
ら
学
ぶ
人
材
育
成
法

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

松
山
空
港
ビ
ル
ロ
ビ
ー
展

出
展
だ
ん
じ
り
募
集

夏彩祭 in 壬生川2010 小松町ふるさと祭り

昨年のダンス夏彩祭

昨年の小松音頭踊り

　小松音頭に合わせて楽しく
踊ったり、自慢の歌声を披露
したりしてみませんか。多数
のご応募お待ちしています。

小松音頭踊りについて
　振り付け・衣装は自由です。参加連には参加賞を進呈。
　開催日：８月１日㈰　19時開始

のど自慢大会について
　市内在住の方なら誰でも参加できます。グループでの出
場も可能です。出場順は抽選で決定します。
　開催日：７月31日㈯　19時開演　　出場者数：先着30組

申込期限　７月９日㈮
申込先　周桑商工会小松支所　℡0898－72ー2119

　夏彩祭の恒例イベントとなった「ダンス夏彩祭」を開催
します。今年で４回目の開催となるダンスコンテスト！
　「喜左衛門参上」をテクノ調にアレンジした曲に合わせ
て、軽快なステップを披露してみませんか？
　参加者には豪華景品を進呈します。初めての方でも気軽
にお申し込みください。多数の参加をお待ちしています。
申込期限　７月30日㈮
申込先　夏彩祭in壬生川実行委員会
　　　　ダンス夏彩祭・窓口（稲井） ℡090－8976－3144
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ℻0898－64－5795
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平
成
23
年
１
月
に
開
催
す
る
成

人
式
の
企
画
や
運
営
に
携
わ
る
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

平
成
23
年
西
条
市
成
人

式
に
出
席
を
予
定
し
て
い
る
平
成

２
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方

■
申
込
期
限　

６
月
30
日
㈬

■
成
人
式
の
開
催
日

　

平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

■
成
人
式
の
会
場
・
開
式
時
間

○
東
予
・
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館　

10
時
30
分

○
西
条
・
小
松
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館　

13
時
30
分

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

■
試
験
の
種
類

　

甲
種
特
類
、
甲
種
１
～
５
類
、

乙
種
１
～
７
類

※
複
数
受
験
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
試
験
の
日
時
・
場
所

　

８
月
22
日
㈰　

９
時

　

愛
媛
大
学
（
松
山
市
）

■
願
書
受
付
期
間　

６
月
28
日
㈪

～
７
月
８
日
㈭
必
着

■
願
書
配
布
場
所

　

市
消
防
本
部
、
西
消
防
署
、
県

内
各
消
防
本
部
、
県
内
各
地
方
局

総
務
県
民
課
、
㈶
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部
な
ど
で
、

６
月
21
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。

■
願
書
提
出
先
・
問
合
せ

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛

媛
県
支
部

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
２

－

８
８
０
８

　

産
業
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
メ

イ
ン
テ
ー
マ
「
大
地
の
恵　

自
然

の
恵　

輝
く
瞳
で
生
み
出
す
力
」

に
沿
っ
た
サ
ブ
テ
ー
マ
を
募
集
し

ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か

ら
優
秀
作
１
点
、
佳
作
３
点
を
選

び
、
表
彰
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
産
業
祭
の
開
催
日

　

11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

■
応
募
方
法

　

は
が
き
に
応
募
サ
ブ
テ
ー
マ
、

住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
６
月
18
日
㈮
ま

で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

　

〒
７
９
３

－

０
０
３
５　

福
武

甲
２
０
９
３　

西
条
農
業
高
等
学

校
（
西
条
市
産
業
祭
事
務
局
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
１
１

　

８
月
28
日
㈯
・
13
時
に
総
合
文

化
会
館
で
上
演
す
る
人
権
啓
発
劇

「
里
帰
り
」
の
出
演
者
・
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
劇
は
、
平
成
20
年
に
上
演

し
た
「
ふ
る
さ
と
」
の
続
編
に
あ

た
り
ま
す
。「
里
帰
り
」
で
は
、

60
有
余
年
ふ
る
さ
と
を
奪
わ
れ
、

自
己
の
記
録
さ
え
も
消
し
去
ら
れ

た
、
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
入

所
者
の
お
二
人
に
学
ん
だ
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
に
迫
り
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

キ
ャ
ス
ト
（
出
演
者
）
、
ス
タ

ッ
フ
（
道
具
・
交
通
案
内
な
ど
）

■
申
込
期
限　

６
月
９
日
㈬

■
申
込
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
０
８　

代
表
・
村
上
（
氷
見

交
友
会
館
館
長
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
７

－

７
２
４
８

ハンセン病問題は、市民一人ひとりが
解決しなければならない問題です。劇
に参加して、一緒に学びませんか。
写真：平成20年上演の「ふるさと」

　「ふるさと納税制度」とは、応援・貢献したい自治体に
寄附金を納めて、その自治体を支援する制度です。納めた
寄附金額に応じて、今住んでいる自治体の個人住民税など
から一定額が控除されます。
　市外の皆さまには、ふるさと納税を通じて西条市を応援
していただきますようお願いいたします。市民の皆さまに
は、市外にお住まいのご家族やご親類の方に、この制度を
啓発していただきますようお願いいたします。
■寄附金の使い道
　「人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市」を実現
するため、西条市総合計画に基づく「まちづくりの施策の
大綱」に掲げる諸施策の推進に活用させていただきます。
■税の控除について
　5,000円を超えた寄附金の金額が控除の対象となり、お
およそ個人住民税の１割を限度として、個人住民税と所得
税の控除が受けられます。（確定申告が必要です）

問合せ　市庁舎本館納税課　納税第２係
　　　　℡0897－52－1279　FAX0897ー52－1225
　　　　Eﾒｰﾙ nozei@saijo-city.jp
　　　　URL http://www.city.saijo.ehime.jp

■寄附申出書・チラシを郵送します
　寄附金を納めていただくには「寄附申出書」を提出して
いただく必要があります。担当課にご連絡いただければ、
寄附申出書と納付方法などを掲載したチラシを郵送します
ので、内容をよく確認の上、手続きをしてください。
※納付方法などは、市のホームページにも詳しく掲載して
　います。寄附申出書のダウンロードもできます。
■寄附の強要・詐欺行為にご注意！
　地方自治体がふるさと納税を強要することは、絶対あり
ません。寄附の強要や詐欺行為に十分ご注意ください。

人
権
啓
発
劇

出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

第
53
回
西
条
市
産
業
祭
の

サ
ブ
テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す

消
防
設
備
士
試
験

平
成
23
年
成
人
式
の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
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東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
す
る
ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象　

市
民
、
市
内
出
身
者

■
募
集
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

■
募
集
期
間

　

６
月
１
日
㈫
～
20
日
㈰

■
開
催
日
時

　

８
月
22
日
㈰　

12
時
30
分
開
演

■
申
込
先

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
１
８
５

　

西
条
福
祉
園
で
は
障
害
者
の
就

労
意
欲
を
高
め
、
就
労
移
行
へ
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

知
的
障
害
者
で
、
自

立
更
生
の
意
欲
が
あ
る
方

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
作
業
内
容　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
事

業
、
軽
作
業
、
農
作
業
、
清
料
飲

料
水
の
販
売
な
ど

■
西
条
福
祉
園
の
住
所

　

丹
原
町
高
松
甲
１
８
８
７

－

２

■
問
合
せ　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
所　

西
条
福
祉
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

５
１
４
１

ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

　

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
さ
れ

た
戦
没
者
遺
児
を
対
象
に
、
㈶
日

本
遺
族
会
で
は
厚
生
労
働
省
の
委

託
を
受
け
て
「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
を
実
施

し
て
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　平成22年度西条市職員採用候補者試験（上級）を次のと
おり実施します。
■募集職種（採用予定人数）・受験資格
〇一般事務職・上級（14人程度）
　大学を卒業した者または平成23年３月に卒業見込みの者
で、昭和55年４月２日以降に生まれた者
〇土木技術職・上級（３人程度）
　大学（土木課程）を卒業した者または平成23年３月に卒
業見込みの者で、昭和55年４月２日以降に生まれた者
〇消防職・上級（４人程度）
　大学を卒業した者または平成23年３月に卒業見込みの者
で、昭和55年４月２日以降に生まれた者
■第１次試験日　７月25日㈰
■申込用紙の交付場所
　市庁舎本館（４階）職員課、各総合支所総務課
■申込用紙の受付場所
　〒793－8601　明屋敷164　市庁舎本館職員課

　郵送する封筒に「上級職員採用試験申込用紙請求」
と朱書きし、返信用の封筒（角形２号封筒の表面に
あて先を記入し、120円切手を貼付したもの）を同
封して、市役所職員課へ郵送してください。

　採用試験の申し込みが電子申請システム「えひめ
電子自治体共同運営サービス」でも行えます。
　URL http://www.e-ehime.lg.jp/navigate/mu0/
電子申請の申込期間　６月９日㈬～23日㈬

郵送で申込用紙を請求する場合

インターネットでの申し込みも可能です

※市のホームページからもリンク（行
　政情報のページで右記アイコンをク
　リック）しています。

※採用試験の要領は市のホームページにも掲載しています。

市職員採用候補者試験についてのお問い合わせ先：市庁舎本館職員課　職員係　℡0897－52－1229

西条市職員を募集します 申込期間：６月８日㈫～７月１日㈭
※郵送の場合は６月29日㈫消印有効

　今年度も上級試験とは別に、右表の
西条市職員採用候補者試験を計画して
います。（１次試験日は10月17日㈰）
　詳しくは、広報さいじょう９月号で
お知らせする予定です。

試験区分 受験資格（年齢は平成22年４月１日現在）
○満26歳未満で、短期大学、高等専門学校、もしくはこれらと同等と認めら
　れる学校を卒業した者または平成23年３月に卒業見込みの者
○満24歳未満で、高校を卒業した者または平成23年３月卒業見込みの者

満50歳未満で、高校卒業以上の学歴を有し（卒業見込みの者を含む）、民間
企業等の経験で培った高度な専門知識、発想力、行動力などを活かせる者ま
たはスポーツ、文化芸術、研究、学術分野において顕著な実績・成果を収め
た者

消防職（初級）

スペシャリスト職
（自己推薦採用）
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●東海道五十三次展
　安藤広重の描いた東海道五十三次（レプリカ）の展示。
描かれた場所が江戸時代から大正、昭和へと移り変わった
様子も展示。
期間　７月11日㈰まで
●一閑張りづくり教室　ー生徒募集ー
　自然素材の柿渋を生かした作品を作ります。
日時　７月８日㈭・13日㈫　13時30分～15時30分
定員　16人（先着順）　材料費　400円
必要な物　竹製のざる（１個）
申込期限　６月25日㈮

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【６月休館日】月曜日

【開館時間】９時～17時
【６月休館日】月曜日

●特別展示　江戸城下と西条藩江戸藩邸
　上屋敷・下屋敷など大名の江戸藩邸もいろいろ。江戸に
おける西条藩の屋敷の位置と藩士の足跡を探りました。
期間　６月１日㈫～30日㈬
●郷土史講座　　西条藩と別子銅山との関わり 
　～幕府領との土地交換トレードの背景を中心に～

日時　６月17日㈭　13時30分～15時30分
講師　西條史談会会員　加藤正典氏
定員　30人　　申込期限　６月10日㈭

【開館時間】９時～17時30分
【６月休館日】水曜日

●特別展示　第９回 新収蔵資料展 －前期ー
　平成21年度中に郷土資料室へ寄贈された文物をお披露目
公開中。小松藩主家10代当主・一柳紹念子爵の「馬之図」
や書家として名のある小松藩士・菅橘洲の「漢詩二行書」
西条市名誉市民・永野眞平氏の勲章や各種賞状など多彩な
資料を見ることができます。後期展は来年開催予定。
期間　６月13日㈰まで
※お詫びと訂正　４月号に西条市名誉市民・永野俊平氏と
　記載していましたが、正しくは永野眞平氏でした。お詫
　びして訂正いたします。

【開館時間】９時～16時30分
【６月休館日】月曜日

●館蔵品展　生活用品のざる・かごと民芸ガラス展
　竹・藤・アケビなどの自然素材を用いた新・古民芸のざ
る・かご類と、沖縄・倉敷の民芸ガラス作品を展示。
期間　６月８日㈫～７月11日㈰

●木工創作教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　６月12日㈯・26日㈯　13時～16時
●万能ミニチェアー製作
　上記の木工創作教室内で行います。
　定員　10人　　材料費　500円
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　６月５日㈯・19日㈯　19時～22時
●中高年ピアノ教室
日時　６月９日㈬・23日㈬　13時～16時
対象　40歳以上の初心者
●企画展「トールペイント展」
　アクリル絵の具を使用した作品を展示。
期間　６月１日㈫～26日㈯

【開館時間】９時～22時
【６月休館日】月曜日

●黒田コレクション展
　故黒田武恒氏から寄贈されたコレクションの中から、貝
や古代サンゴの化石、水石、
鑑賞石を展示。
　併せて、八堂山の四季の
写真を展示。
期間　６月３日㈭～27日㈰

【開館時間】９時～17時
【６月休館日】月曜日

石鎚ふれあいの里 自然を知る　暮らしに活かす

施設のすぐ前を加茂川が流れ、四季折々の自然を体験できます。
夏には専門スタッフによる淡水魚や昆虫の観察会も開催しています。

中奥1-25-1　ご予約・お問合せ　TEL0897-59-0203

自然体験
を

科学する
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●水墨画展～華泉会～
期間　６月１日㈫～22日㈫　
時間　８時30分～17時（最終日は15時まで）
場所　３階特別展示室
●フォトあじさい写真展～あじさい～
期間　６月25日㈮～７月４日㈰　
時間　８時30分～17時（最終日は16時まで）
場所　３階特別展示室

【開館時間】８時30分～17時　　
【６月休館日】月曜日

ピノキオのぼうけん～星からのおくりもの～
投影開始時間（10分前にはお越しください 投影時間約40分）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日･祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・第４土曜日は、10時のみ無料投影をしています。
観覧料　50～200円　※65歳以上の方は無料。

▼　プラネタリウム情報　▼

●オープン17周年記念　無料開放
日時　６月20日㈰　10時～21時　
      ※１回の利用２時間以内
●水中エアロビクス教室　ー参加者募集ー
開講日　６月１日㈫～７月６日㈫の毎週火曜日（全６回）
　　　　19時～19時45分
参加費　3,000円（６回コース）
対　象　15歳以上の男女
●小・中学生無料開放日
日時　６月５日㈯・12日㈯ 　10時～12時
●無料バタフライ教室
日時　６月26日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって確認し、効果的に水中フォ
ームなどをチェックできます。

区分 使用登録料（年度ごと） 使用料（１回につき）

西条市民 無料 300円

市外の方 1,000円 300円

【開館時間】10時～21時　
【６月休館日】月曜日

●水墨画展
　小松日本画教室の会員（中田末一、
高橋昭四郎、石川泉）が描いた風景・
花などの作品を展示。
期間　６月28日㈪まで　
場所　椿交流館
【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【６月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

●周桑教友会展
　周桑教友会の会員の皆さんによる書、絵画、版画、写真
など趣味の作品を展示。
期間　６月５日㈯～15日㈫
●書道展（前期）
　地域の書道愛好家の作品を展示。
期間　６月19日㈯～７月１日㈭
●趣味の手芸展
　パッチワーク、創作アップリケ、中川公民館・手芸クラ
ブによるバッグ、エコクラフト倶楽部による籠を展示。
期間　６月３日㈭まで

【開館時間】８時30分～17時
【６月休館日】月曜日

こどもの国　６月の行事予定表　　　定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。
行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

ストーリーテリング

おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

毎週土曜日
14：00～14：30

27日㈰
13：30～15：30

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

小学２～６年生　
定員：10人
必要な物：絵の具道具

小学３～中学生
定員：10人　材料費：100円

小学１～６年生
１～３年生は初級コース
定員：10人

５日㈯
13：30～15：00

染め物教室

絵画教室 19日㈯
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡し
には３週間ほどかかります

将棋教室

七宝焼き教室 ６日㈰
10：00～12：00

26日㈯
13：30～15：30

19日㈯
13：30～15：30

小・中学生　定員：15人
材料費：30～400円　
必要な物：絵の具道具

木彫教室

イラスト教室

地球探検
　愛媛の活断層

小学生以上　定員：30人
１～３年生は保護者同伴　

20日㈰
13：30～15：30

小・中学生
定員：10人

グラスアート教室
キューブグラスのグラスアート

13日㈰
13：30～15：30

６日㈰
13：30～15：00

５歳児～中学生　定員：16人　
幼児は保護者同伴　材料費：250円
必要な物：エプロン

５歳児～小学６年生　　　
幼児は保護者同伴
定員：20人　材料費：500円

楽しい電子工作
　リモコンライト

12日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴

囲碁教室

小学生　定員：30人
13日㈰
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう

楽しい電子工作
　ストロボライト

20日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴

●東海道五十三次展
　安藤広重の描いた東海道五十三次（レプリカ）の展示。
描かれた場所が江戸時代から大正、昭和へと移り変わった
様子も展示。
期間　７月11日㈰まで
●一閑張りづくり教室　ー生徒募集ー
　自然素材の柿渋を生かした作品を作ります。
日時　７月８日㈭・13日㈫　13時30分～15時30分
定員　16人（先着順）　材料費　400円
必要な物　竹製のざる（１個）
申込期限　６月25日㈮

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【６月休館日】月曜日

【開館時間】９時～17時
【６月休館日】月曜日

●特別展示　江戸城下と西条藩江戸藩邸
　上屋敷・下屋敷など大名の江戸藩邸もいろいろ。江戸に
おける西条藩の屋敷の位置と藩士の足跡を探りました。
期間　６月１日㈫～30日㈬
●郷土史講座　　西条藩と別子銅山との関わり 
　～幕府領との土地交換トレードの背景を中心に～

日時　６月17日㈭　13時30分～15時30分
講師　西條史談会会員　加藤正典氏
定員　30人　　申込期限　６月10日㈭

【開館時間】９時～17時30分
【６月休館日】水曜日

●特別展示　第９回 新収蔵資料展 －前期ー
　平成21年度中に郷土資料室へ寄贈された文物をお披露目
公開中。小松藩主家10代当主・一柳紹念子爵の「馬之図」
や書家として名のある小松藩士・菅橘洲の「漢詩二行書」
西条市名誉市民・永野眞平氏の勲章や各種賞状など多彩な
資料を見ることができます。後期展は来年開催予定。
期間　６月13日㈰まで
※お詫びと訂正　４月号に西条市名誉市民・永野俊平氏と
　記載していましたが、正しくは永野眞平氏でした。お詫
　びして訂正いたします。

【開館時間】９時～16時30分
【６月休館日】月曜日

●館蔵品展　生活用品のざる・かごと民芸ガラス展
　竹・藤・アケビなどの自然素材を用いた新・古民芸のざ
る・かご類と、沖縄・倉敷の民芸ガラス作品を展示。
期間　６月８日㈫～７月11日㈰

●木工創作教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　６月12日㈯・26日㈯　13時～16時
●万能ミニチェアー製作
　上記の木工創作教室内で行います。
　定員　10人　　材料費　500円
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　６月５日㈯・19日㈯　19時～22時
●中高年ピアノ教室
日時　６月９日㈬・23日㈬　13時～16時
対象　40歳以上の初心者
●企画展「トールペイント展」
　アクリル絵の具を使用した作品を展示。
期間　６月１日㈫～26日㈯

【開館時間】９時～22時
【６月休館日】月曜日

●黒田コレクション展
　故黒田武恒氏から寄贈されたコレクションの中から、貝
や古代サンゴの化石、水石、
鑑賞石を展示。
　併せて、八堂山の四季の
写真を展示。
期間　６月３日㈭～27日㈰

【開館時間】９時～17時
【６月休館日】月曜日

石鎚ふれあいの里 自然を知る　暮らしに活かす

施設のすぐ前を加茂川が流れ、四季折々の自然を体験できます。
夏には専門スタッフによる淡水魚や昆虫の観察会も開催しています。

中奥1-25-1　ご予約・お問合せ　TEL0897-59-0203

自然体験
を

科学する
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●リトミック（要申込）
　６月８日㈫　  定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
●ゲーム遊び（要申込）
　６月12日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●西条・丹原児童館合同企画「チャレンジカップ」（要申込）
　６月19日㈯　10時～11時　　対象：小学生　定員：20人
●工作広場「マジックハンド作り」（要申込）
　６月26日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児（年中・年長）、小学生　定員：20人
■乳幼児相談
　６月15日㈫　９時30分～11時
　保健師と保育士による乳幼児相談。　必要な物：母子手帳

●わくわく工作「ダンシングアニマル作り」（要申込）
　６月５日㈯　13時30分～14時30分　　
　対象：幼児、小学生　定員：30人
●みんなで遊ぼうデー　～おおきいシャボン玉で遊ぼう～
　６月12日㈯　13時30分～14時30分　対象：幼児、小学生
●リズム教室
　６月19日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●オセロ大会（要申込）
　６月26日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：小学生　定員：20人
●ちびっこ広場
　毎週火・木曜日　10時30分～11時30分　対象：乳幼児の親子

【開館時間】８時30分～17時　【６月休館日】月曜日　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【６月休館日】
　西条図書館：30日㈬
　東予図書館：月曜日、30日㈬
　丹原図書館：金曜日、30日㈬
　小松温芳図書館：水曜日
    ※西条図書館は７月８日㈭館内整備のため臨時休館いたします。

西条図書館イベント案内　申込先：西条図書館
●文学講座「古典文学～源氏物語～」
　６月１日㈫　10時～11時30分　　定員：50人
　講師：県生涯学習推進講師　藤田道也氏
●読書会「輪読会」
　６月12日㈯　13時30分～15時　　定員：20人
●ぴょんぴょんお話会
　６月12日㈯　15時～16時　　対象：幼児
●ぴよぴよお話会
　６月16日㈬　10時～10時30分、10時30分～11時
　対象：０歳児以上　

●４日・18日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●11日・25日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30

●５日・19日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●12日・26日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●13日・27日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●14日・28日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
周桑病院　　　　　　　11：00～11：40
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●８日・22日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10
●２日・16日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
旧大町公民館　　　　　15：40～16：20
●９日・23日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●３日・17日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

●かんたん手芸「プラバンのキーホルダー作り」（要申込）
　６月19日㈯　13時30分～14時30分　
　対象：幼児、小学生　定員：15人
●リトミック（要申込）
　６月26日㈯　10時30分～11時　
　対象：３歳～未就学児　定員：親子10組
●こども映画会「ファインディング・ニモ」　
　６月26日㈯　13時30分～15時10分
■乳幼児相談
　６月４日㈮　10時30分～11時30分
　保健師と保育士による乳幼児相談。　必要な物：母子手帳

カワセミ号は市内各小・中学校・公民館等を
巡回しています。ぜひご利用ください。

●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会（自由参加）
　６月９日㈬　16時～16時30分　対象：小学生
●西条・丹原児童館合同企画「チャレンジカップ」（要申込）
　６月19日㈯　10時～11時
　対象：小学生　定員：20人
●ハンドメイド広場「ぱたぱた人形」（要申込）
　６月26日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：小学生　定員：15人
■乳幼児相談
　６月１日㈫　10時～11時30分
　保健師と保育士による乳幼児相談。　必要な物：母子手帳
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　私たちが普段口にする多くの食物の中で、食べら
れる目的で作られたものは、乳と蜜と果物だけのよ
うです。本来、米は稲が子孫を残すために作ったも
のであり、卵や肉、魚も、何かに食べられるために
あるものではありません。
　一方、蜜や果物は、植物が昆虫や動物を誘って食
べられることによって花粉や種を運んでもらうため
に作ったものです。乳は、動物が子どもを養い育て
るために作られたものです。ですから、体の構造の
違いもありますが、牛乳はヒトにとっても吸収しや
すい豊富な栄養源といえるようです。
　すべての食物はそれぞれ意味があって生まれてき
ています。数々の命をいただく私たち人間は、常に
感謝の気持ちを込めた「いただきます」の言葉を忘
れないようにしましょう。

元気に「いただきます！！」

次回の食材は  です。　問合せ：市庁舎本館農業水産課　ブランド戦略係　℡0897－52－1380

れじゅーる　
　田中佑昌さん

　５月に１周年を迎えたばかりの新
しいお店です。できるだけ地元の食
材を使用し、安心して召し上がって
いただけるものを提供していきたい
と思っています。
　これから暑い日が続きますので、
食欲がないときには手作りプリンで
栄養補給してはいかがでしょうか。

　牛乳に豊富に含まれているカルシウムは、骨や歯を丈夫にした
り、免疫機能など体の働きを調整する大切な役割を持っています。
さらに、神経の興奮を抑えるので、イライラを防ぐのにも効果的
です。眠れない夜にはコップ１杯の牛乳を飲んでみてはいかがで
しょうか。

栄養士チェック

①　アルミホイルに薄くサラダ油を塗る。
②　フライパンでカラメル用の砂糖を弱火で溶かし、周
　りが茶色っぽくなったら①のアルミホイルに流す。固
　まったら適当な大きさに割り、カップに入れておく。
③　卵に砂糖を入れ空気を入れないようにすり混ぜる。
④　沸かした牛乳を③に少しずつ混ぜ入れ、茶こしで裏
　ごしてアクを取り、カップに流し入れる。
⑤　オーブンの天板に水を入れてカップを並べ、100℃
　で40～50分程度湯せん焼きする。
⑥　粗熱が取れたら冷蔵庫で冷やして出来上がり。
※カップから取り出すときはカップに沿って竹串などをまわし入れ、空
　気を入れる。
※生クリームやバニラエッセンスを加えるとよりおいしくなります。

牛乳 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥  300㏄　　　　 砂糖 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥    60ｇ
卵 ‥‥‥‥‥‥‥‥    全卵２個     　         砂糖（カラメル用）‥‥　適量
　　　　　　　　　　 卵黄１個

エネルギー ‥‥‥‥‥ 170kcal　　　　 タンパク質 ‥‥‥‥‥      5.2ｇ
脂肪 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.7ｇ　　　　カルシウム ‥‥‥‥‥  83ｍｇ

素材・分量（100㏄のカップ５個分）

栄養価（１人当たり）

牛乳プリン牛乳プリン
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　20回目を数える山菜まつりが、地元「大保木をよくする会」の
方々が中心となって、石鎚ふれあいの里で開催されました。
　当日は好天に恵まれ、さわやかな春風の中、餅つきや獅子舞、
草木染めの展示販売、恒例の山菜てんぷらの試食などが行われ、
約600人もの来場者は山あいでの休日を満喫していました。

　市では、地域の貴重な財産である地下水を将来にわたり保全して
いくことを目的に、平成19年度から市内全域での地下水調査を行っ
ています。この調査では、愛媛大学や西条市と交流協定を締結して
いる総合地球環境学研究所・東海大学等から専門の先生方にお集ま
りいただき、助言をいただきながら取り組みを進めています。

4/17  待望の大町公民館が落成！

4/21  道前平野地下水資源調査研究委員会 開催

5/1  宇宙メダカ研究会 愛媛西条大会 開催

5/8・9  西条地域春季市民芸術文化祭5/14～16  東予文化協会美術展

芸術文化のまちに春らんまん　～日ごろの研鑽の成果を披露！～

5/8・9  だんじりが讃岐に舞う！ 四国の祭り 2010 4/25  石鎚ふれあいの里 山菜まつり
▲
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　宇宙メダカ研究会愛
媛西条大会が総合文化
会館で開催され、全国
から約250人の会員等
が参加しました。
　「自然・宇宙・生命」
を大会テーマに、東京
大学の井尻憲一教授や
名古屋市立東山動植物
園「世界のメダカ館」
の佐藤正祐氏らによる
講演のほか、会員から
は飼育発表が行われま
した。

　昨年から建築を進めていた
大町公民館が完成し、関係者
が出席して落成式が行われま
した。また、この新築落成を
記念した文化祭が18日・19日
に開催され、２日間で約３千
人の来館者がありました。公
民館サークルの皆さんが、舞
台発表や作品展示で日ごろの
活動成果を披露するとともに
バザーや健康チェックコーナ
ーもあり大盛況でした。

▲

ピ
カ
ピ
カ
の
舞
台
で
の
演
奏

▲
多
く
の
方
が
来
館
し
大
盛
況

▲ 落成を祝った鏡開きを威勢よく

　第39回西条地域春季市民芸術文化祭が、総合文化会館で開
催されました。芸能祭では８つの部門に約400人が参加し、
また美術展では10の部門に約230点の出品があり、日ごろの
鍛錬と研鑽の成果が披露されました。

▲

息
が
ピ
ッ
タ
リ
あ
っ
た
舞
い
姿

▲
芸
術
を
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞
で
き
ま
し
た

　四国地方の祭り文化の魅力の発信と地域のにぎわいの創出を目的
に、高松市で開催された「四国の祭り2010」には、四国四県から代
表的な祭りが出演し、２日間で約5,400人が来場しました。
　出演した５台のだんじりの迫力ある差し上げや、ちょうちんを灯し
た幻想的な美しさは、観客を大いに魅了していました。

　第17回西条市東予文化協会美術展が、中央公民館で開催されまし
た。日本画・洋画・書道・写真・工芸彫塑・版画の各部門に、約
170点の力作が出展されました。見事な出来栄えの作品の数々に、
来場した皆さんからは感嘆の声が聞かれました。
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　今年で10回目を数え、毎年、春本番を告げる恒例行事としてすっかり定着した産業文化フェスティバルが、市民・企業・各種団
体のご協力をいただき、さわやかな日差しのもと盛大に開催されました。
　メインステージでは道前太鼓の演奏やダンスパフォーマンスが披露され、地元の農林水産品の即売やたべもの広場、ものづくり
体験教室、フリーマーケットなどのほか、趣向を凝らした多くのイベントが催されました。また、鉄道歴史パークinＳＡＩＪＯで
も、ミニＳＬ乗車会や国際交流の取り組みなどが行われ、会場は終日たくさんの人でにぎわいました。

　気軽に健康状態を確認することで、改めて健康であることの大切さを
実感してもらおうと、健康ふれ愛フェスティバルが開催されました。子ど
もからお年寄りまで多くの方が健康度チェックを受けた後、その結果や改
善方法などを熱心に質問していました。同時開催の福祉フェスティバルで
は、ボランティア体験等を通じて福祉活動への理解が深められました。

4/29　健康ふれ愛・福祉フェスティバル

4/29　～ものづくり、人づくり、街づくり～　産業文化フェスティバル　

5/16　～大自然を満喫～　石鎚山系元気ウォーキング大会　

いつまでもお元気で… 丹原地区で敬老会5/15　元気ハツラツ！ 西条地区老人運動会

5/15　今年も大にぎわい！ 東高祭&バラ観賞会

輝くたくさんの笑顔に元気をいただきました　～健康長寿のまちづくり～　
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　今年も元気あふれる笑顔が西条市民公園グラウンドに集合して、第
６回西条地区老人クラブ運動会が盛大に開催されました。老人クラブ
の選手の皆さんは、どの競技にも一生懸命に大奮闘してさわやかな汗
を流していました。そうした選手の姿に観客席からは大きな声援が飛
び、会場は和気あいあいとした空気に包まれていました。　

▲

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
ダ
ッ
シ
ュ
！

▲
 

慎
重
に
狙
い
を
定
め
て…

　久万高原町および高知県いの町と西条市が連携して開催した石鎚山系元気ウォーキング大会には、市内外から800人を超える皆さ
んが参加しました。心配された天候にも恵まれ、瓶ケ森から土小屋までの約10キロメートルの道のりを、それぞれのペースで石鎚
山系の大自然を堪能しながらウォーキングを楽しみました。
　ゴールした後は、いの町特産のキジ汁が疲れた体を優しく癒し、また抽選会では各市町の特産品をゲットするたびに大きな歓声
が上がっていました。

▲
 

四
国
山
脈
の
壮
大
な
自
然
美
を
満
喫

▲
 

日
当
た
り
の
よ
い
斜
面
に
は
鮮
や
か
な
ツ
ツ
ジ
が

▲

瓶
ケ
森
を
背
に
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
す

▲

瓶
ケ
森
の
駐
車
場
で
の
出
発
式

▲

子
ど
も
た
ち
の
出
し
物
に
ニ
ッ
コ
リ

▲

バ
ラ
の
木
陰
で
ひ
と
休
み

▲
 

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
学
び
舎
に
バ
ラ
の
絵
を
　東予高校の恒例行事として毎年２千人近くが来校する、東高祭とバ
ラ観賞会が今年も開催され、例年同様に多くの市民でにぎわいました。
　バラ園では約80種200本のバラが可憐な美しさを競い、各種の企画
展示やバザーも好評でした。また、改修のため取り壊される校舎に、
在校生や来場者によりバラの絵が描かれ、別れを惜しんでいました。

　長年にわたり社会に尽くしてこられた高齢者の皆さんの長寿を祝し
て、丹原地区の敬老会が５月10日から16日の間に６会場で開催されま
した。地元婦人会や自治会の皆さんのご協力による心のこもったもて
なしに、どの会場でも話の花が咲き、また子どもたちや地元有志の方
による歌や踊りに、参加者の皆さんは楽しいひとときを過ごしました。
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合
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俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・

持
参
し
て
く
だ
さ
い
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応
募
先

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは！私の名前はブレット・コルビです。去年の10月から西
　　　　　　　　　　　　　　　　　　条市に住んでいます。残念なことに、有名な西条祭りが終わったすぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　後に西条市に来ました。英会話の教師として働き、神拝や大町の生徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に教えています。私はシアトル市にあるワシントン大学を卒業しまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。ワシントン大学では国際研究を専攻し、日本語も一年間勉強しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。しかし、まだまだ勉強が足りません。
　日本のことがもともと大好きです。小さい頃からアニメが好きで、一番好きな監督は宮崎駿です。以前に東
京にいた時は、三鷹にある「三鷹の森ジブリ美術館」に行きました。日本史も徹底的に研究したことがあり、
日本へ来てから歴史的な場所を訪ねるのが私の趣味になりました。最近では、松山城に行き、屋島の血の池に
も行きました。それから、松平家に深く興味を持ち、弘法大師にも興味を持ち始めました。八十八ヵ所の巡礼
にも少しずつ行っていますが、まだ６ヵ所しか行っていません。
　暇な時は読書、ランニング、旅行と音楽を楽しみます。天気がもっとよくなったら石鎚を登山したいと思っ
ています。暑い夏の日は、加茂川で泳いで過ごす気満々です。
　日本には何年か滞在するつもりです。学生ローンを返すために働き、将来大学院生になるためにお金を貯め
ます。世界や日本の国際研究の教授になるのが私の夢です。お寿司、ラーメン、焼肉などの日本料理がとても
好きです。ただ、アメリカでよく食べていたメキシコ料理がとても恋しくて、私が愛媛県で見つけた唯一の店
が松山のロープウェイ駅の横にあります。
　日本にいる間にいろんな所に行きたいです。八十八ヵ所の残りと、屋久島、鎌倉、沖縄、奈良、京都など。
西条ではとても温かく迎えられて、西条市民の限りない親切さにより、すでにコミュニティーの一員として西
条が第二の故郷であるように思っています。これからもよろしくお願いします。＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲ブレット・コルビさん
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　  ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。心から
お礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽森山賢二（三芳）▽世良恒夫（安用）▽曽我
勝美（小松町大頭）▽大西ツル子（小松町）
▽悠友サロン▽西条市総合文化会館友の会▽ル
ネサス石鎚会▽国興産業㈱▽竹の子カラオケ会
▽小松山草会・小松盆栽教室▽小松陶芸クラブ

■養護老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　
伊藤泰博（明神木）▽散髪　伊澤郁見（明屋
敷）▽新聞　芥川秀人（神拝甲）▽押し花指導
　佐藤ミヨ・秋月理作子（大町）、長瀬　皋
（中野甲）▽現金　ドレミの会会員一同▽草引
き　天理教道前支部

■養護老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）▽喫茶・カレン
ダー作り　コープえひめ福祉グループ▽誕生
会・歌・踊り　いついろ会▽お花見　花園保育
園母親クラブ・周布婦人クラブ

　

携
帯
電
話
は
今
や
一
人
一
台
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い

の
普
及
率
で
あ
る
。
携
帯
電
話
の

機
能
は
カ
メ
ラ
機
能
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
、
音
楽
が
聞
け
、
テ

レ
ビ
も
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の

便
利
な
携
帯
電
話
を
使
っ
て
の

「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
が
広
が
っ
て

い
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

渡
辺
真
由
子
さ
ん
の
講
演
を
聞
い

た
。
彼
女
は
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の

被
害
に
悩
む
中
高
生
や
、
い
じ
め

と
自
殺
サ
イ
ト
に
よ
り
命
を
絶
っ

た
子
ど
も
の
遺
族
の
取
材
を
続
け

て
い
る
。

　

「
二
年
の
男
子
一
同
お
前
の
こ

と
を
気
持
ち
悪
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
差
出
人
不
明
の
メ
ー
ル
が

届
い
た
中
学
生
。
「
あ
な
た
は
殺

人
犯
」
と
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
を
送

ら
れ
た
高
校
生
。
い
じ
め
か
ら
不

登
校
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
没
頭
し
、
自
殺
サ
イ
ト
に
手
を

出
し
自
ら
命
を
絶
っ
た
少
女
。
着

信
の
た
び
に
怖
い
と
怯
え
る
子
ど

も
た
ち
は
少
な
く
な
い
。

　

ネ
ッ
ト
い
じ
め
は
相
手
が
見
え

な
い
。
匿
名
性
、
非
体
面
性
は
い

じ
め
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
。

書
き
込
ま
れ
た
内
容
は
、
半
永
久

的
に
保
存
さ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
ネ
ッ
ト
上
を
広
が
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
ネ
ッ
ト
い
じ

め
」
は
、
大
人
の
想
像
を
は
る
か

に
超
え
た
深
刻
な
も
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
子
ど
も
た
ち
は
痛
ま
し
い

事
件
を
引
き
起
こ
す
「
ネ
ッ
ト
い

じ
め
」
に
走
る
の
だ
ろ
う
か
。
解

決
方
法
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
携

帯
電
話
を
持
た
せ
る
な
、
使
わ
せ

る
な
、
と
規
制
す
る
の
は
応
急
処

置
で
あ
り
、
根
本
的
な
解
決
に
は

な
ら
な
い
。
渡
辺
さ
ん
は
加
害
者

ケ
ア
が
最
優
先
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
。
つ
ま
り
、
い
じ
め
た
い
気
持

ち
は
ど
こ
か
ら
き
て
い
る
の
か
と

問
う
の
で
あ
る
。
い
じ
め
る
子

は
、
「
認
め
ら
れ
な
い
、
満
た
さ

れ
な
い
、
居
場
所
が
無
い
」
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
問
題
を
起
こ

す
子
ど
も
た
ち
を
考
え
る
と
納
得

で
き
る
。

　

で
は
、
私
た
ち
大
人
は
何
を
す

る
べ
き
か
。
子
ど
も
た
ち
が
何
を

望
ん
で
い
る
の
か
耳
を
傾
け
よ

う
。
自
分
の
居
場
所
（
必
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
）
が
実
感
で
き
る

よ
う
、
一
人
一
人
大
切
な
存
在
だ

と
伝
え
よ
う
。
そ
れ
が
今
、
必
要

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ネットいじめ・犯罪から子どもを守るために
西条市教育委員会東予分室№67

図書が寄贈されました
　４月25日に、西条石鎚ライオンズクラブの結成20周年記念事
業の一環として、西条図書館に図
書が寄贈されることとなり、日野
逸司会長から藤田義規副市長に目
録が手渡されました。
　寄贈された図書は、西条図書館
の蔵書として来館者の皆さまにご
利用いただきます。

みんなで築こう人権の世紀　
　　－考えよう　相手の気持ち　
　　　　　　　　　育てよう　思いやりの心ー

　６月１日は、人権擁護委員法が
施行された日です。
　西条市の人権擁護委員は私たち
の街の相談パートナーとして活動
しています。
　差別待遇、虐待、いじめ、プラ
イバシーの侵害など、人権問題で
お困りの方は、お近くの人権擁護
員か松山地方法務局（℡089-932-
0888）までご相談ください。
　人権相談は毎月実施しています。
相談は無料で、秘密は固く守られ
ます。日程や実施場所については
定期無料相談に掲載しています。
　６月１日は市内４カ所で人権相
相談を行います。
　※詳しくは31ページをご覧ください。

６月１日は
人権擁護
委員の日

○宮内哲彦（明屋敷）
○今井　幸（大町）
○井門喜代美（下島山甲）
○加藤義範（大町）
○荒井宏子（洲之内）
○真鍋祐子（大町）
○清末昭宏（朔日市）
○芥川茂子（楠）
○篠原紀昭（今在家）　
○渡部三枝子（石延）
○川又由美恵（河原津）
○秋山節子（丹原町池田）
○桑村啓子（丹原町寺尾）
○織田敦子（小松町妙口）
○日野克彦（小松町新屋敷）

西条市の人権擁護委員
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定 期 無 料 相 談
■行政相談
○６月１日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○６月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○６月22日㈫　９時～12時　田野公民館　　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○６月８日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○６月18日㈮　13時～15時　小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■人権相談
○６月１日㈫　９時～16時　以下の４カ所で同時開催します。
・飯岡公民館　
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
・壬生川公民館
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
・丹原福祉センター
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
・小松公民館
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は６月１日㈫～）
○６月９日㈬・23日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○６月16日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は11頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　６月15日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　丹原公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■土地建物取引相談
　６月８日㈫　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ・主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　６月10日㈭　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　水曜日（祝日除く）　　　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■社会保険出張相談
　６月９日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■社会保険等相談
　６月10日㈭　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■補聴器相談会
　６月16日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階 102会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■お酒の悩み相談
　６月23日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■精神障害者の家族相談会
　６月17日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階 社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

◆障害者相談支援センター相談会
　６月３日㈭　10時～12時　総合福祉センター３階会議室２
問合せ　西条市社会福祉協議会　　　℡0898－64－2600
　　　　知的障害者更生施設星の里　℡0897－53－1112

◆全国一斉「子どもの人権１１０番」電話相談
　いじめ、体罰、児童虐待など、子どもの人権問題に関する
電話相談。※予約不要、秘密厳守
電話　０１２０－００７－１１０（携帯電話可、ＩＰ電話不可）
日時　６月28日㈪～７月４日㈰
　　　月～金曜：８時30分～19時　土・日曜：10時～17時
問合せ　松山地方法務局　℡089－932－0888

◆子ども支援教育相談
　中学生までの子どもの発育・発達に不安のある保護者を対
象とした相談会。目・耳、知的な発達、情緒についてなど相
談にお越しください。※就学についての相談は行いません。

日時・場所
○７月７日㈬　10時～16時　新居浜市市民文化センター　　
○７月９日㈮　10時～16時　今治市総合福祉センター　
申込期限　６月８日㈫　※要予約
問合せ　市庁舎別館こども支援対策準備室
　　　　℡0897－52－1449
主　催　愛媛県教育委員会
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15日㈫　  9：30～11：00　西条児童館

18日㈮　  9：30～11：00　石根公民館

11日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

８日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

４日㈮　10：30～11：30　西条西部児童館

３日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

１日㈫　10：00～11：00　丹原児童館

１日㈫　10：00～11：00　禎瑞公民館

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士・家庭児童相談員などの専門スタッフが
応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　６月４日㈮
○東予保健センター　６月25日㈮
○丹原保健センター　６月11日㈮
○小松保健センター　６月18日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　６月28日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　６月22日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

15日㈫
24日㈭

22日㈫

16日㈬
10日㈭

１日㈫
３日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成22年２月１日～
２月28日の出生児

平成22年２月１日～
３月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成20年11月１日～
11月30日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年５月１日～
５月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得
　　　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　６月・７月の日程等　※申し込みは前日まで受付

７月16日㈮

東予保健センター ７月９日㈮

丹原保健センター ７月23日㈮

小松保健センター ７月２日㈮

６月18日㈮

６月11日㈮

６月25日㈮

６月４日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編 カロリー編 受講時間

　新型インフルエンザワクチン接種の助成対象の方は、早めの助成申請を
お願いします。詳しくは、各保健センターへお問い合わせください。

新型インフルエンザワクチン接種 助成申請受付中
日時　６月６日㈰　９時～15時
場所　西条保健所（東予地方局１階）
内容　迅速検査法による血液検査、相談
問合せ　西条保健所　℡0897－55－7577

　不妊治療をはじめとする不妊についての様々な悩みを気軽に相談していた
だけるよう、県では「心と体の健康センター（県総合保健福祉センター）」で
専門医などによる面接相談（予約制）・電話相談を実施しています。
　面接相談の予約と電話相談は、専用ダイヤルへおかけください。
専用ダイヤル　０８９－９２７－７１１７
面接相談（予約制）
　実施日：毎月第１月曜日（祝日・年末年始除く）　13時30分～16時30分
　予約受付：月～金曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
電話相談　実施日：毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時

愛媛県心と体の健康センター

　女性特有のがん検診推進事業は、未来への投資につながる
子育て支援の一環として、特定の年齢に達した女性に対し、
女性特有のがん検診の受診促進、がんの早期発見と正しい健
康意識の普及啓発を図ります。
　対象者には「女性のためのがん検診手帳」「がん検診無料
クーポン券」を送付しますので、保健センターなどで実施さ
れる総合健診で、がん検診を受けてください。
※総合健診の日程は、広報さいじょう４月号に折り込みの健
　康カレンダーに掲載しています。
問合せ　各保健センター

　高地と平地でのウォーキングなどを組み合わせ、基礎代謝量の高進、エ
ネルギー消費量の増大によって肥満などの生活習慣病の予防を図ります。
　高地と平地を併用したウォーキングは、筋力を保ちながら体脂肪・腹囲
の減少がみられ、理想的な減量が可能であるとの結果が得られています。
　石鎚山系のすばらしい景色を眺めながら行うウォーキングで、心身共に
リフレッシュしてみませんか。

実施期間　６月23日㈬～11月18日㈭
・平地ウォーキング等
　Ａ教室：原則毎週火曜日　９時30分～11時
　Ｂ教室：原則毎週水曜日　13時30分～15時
・高地ウォーキング（Ａ・Ｂ教室共通）
　毎週金曜日　９時～15時（雨天時は水中運動を実施）
※初日（６月23日）はＡ・Ｂ教室共に、９時30分から教室
　の説明、血液検査、体組成測定などを行います。
申込期間　６月８日㈫～（先着順）
申込先　中央保健センター
※40～59歳の方は健診などの結果を持参の上、お申し込み
　ください。

対象　40歳以上で高地での運動が可能な方。ただし、40～
　59歳の方は生活習慣病の所見がある方とします。
※心疾患、脳血管疾患、肝疾患、腎疾患で治療中の方は、
　参加できません。
内容　教室は週２回、高地・平地でのウォーキングなどを
　組み合わせて行います。また、医師、保健師、栄養士に
　よる食生活・生活習慣の指導や、体組成測定・血液検査
　などで身体状況や食生活の改善状況を評価します。
※平地ウォーキング等は、Ａ教室（火曜日・午前）とＢ教
　室（水曜日・午後）に分かれて実施します。
※高地への送迎はマイクロバスで行います。ただし、交通
　費として１回につき1,500円負担していただきます。

※上記以外の方でも次に該当する方は、総合健診でがん検診を無料で
　受診できます。
　○子宮頸がん検診：18歳以上の方
　○乳がん検診：30歳以上で明治～昭和の偶数年生まれの方

平成元（1989）年４月２日～平成２（1990）年４月１日
昭和59（1984）年４月２日～昭和60（1985）年４月１日
昭和54（1979）年４月２日～昭和55（1980）年４月１日
昭和49（1974）年４月２日～昭和50（1975）年４月１日
昭和44（1969）年４月２日～昭和45（1970）年４月１日

昭和44（1969）年４月２日～昭和45（1970）年４月１日
昭和39（1964）年４月２日～昭和40（1965）年４月１日
昭和34（1959）年４月２日～昭和35（1960）年４月１日
昭和29（1954）年４月２日～昭和30（1955）年４月１日
昭和24（1949）年４月２日～昭和25（1950）年４月１日

●「乳がん検診」の対象者（生年月日）

●「子宮頸がん」の対象者（生年月日）

平成21年度の
受診状況

円グラフ（左から）

○子宮頸がん検診
○乳がん検診

25歳
108人

40歳
263人

45歳
254人

50歳
225人

55歳
242人

60歳
401人

20歳　59人

30歳
183人35歳

248人

40歳
229人

　日本脳炎の予防接種については厚生労働省からの通知に基づき、平成22年
度に満３歳となるお子さんへの接種をお勧めすることになりました。
　該当する方には接種の通知をしています。不明な点がありましたら、各保
健センターへお問い合わせください。

けい
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15日㈫　  9：30～11：00　西条児童館

18日㈮　  9：30～11：00　石根公民館

11日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

８日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

７日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

４日㈮　10：30～11：30　西条西部児童館

３日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

１日㈫　10：00～11：00　丹原児童館

１日㈫　10：00～11：00　禎瑞公民館

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士・家庭児童相談員などの専門スタッフが
応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　６月４日㈮
○東予保健センター　６月25日㈮
○丹原保健センター　６月11日㈮
○小松保健センター　６月18日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　６月28日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　６月22日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

丹原 丹原

15日㈫
24日㈭

22日㈫

16日㈬
10日㈭

１日㈫
３日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成22年２月１日～
２月28日の出生児

平成22年２月１日～
３月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成20年11月１日～
11月30日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年５月１日～
５月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得
　　　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　６月・７月の日程等　※申し込みは前日まで受付

７月16日㈮

東予保健センター ７月９日㈮

丹原保健センター ７月23日㈮

小松保健センター ７月２日㈮

６月18日㈮

６月11日㈮

６月25日㈮

６月４日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編 カロリー編 受講時間

　新型インフルエンザワクチン接種の助成対象の方は、早めの助成申請を
お願いします。詳しくは、各保健センターへお問い合わせください。

新型インフルエンザワクチン接種 助成申請受付中
日時　６月６日㈰　９時～15時
場所　西条保健所（東予地方局１階）
内容　迅速検査法による血液検査、相談
問合せ　西条保健所　℡0897－55－7577

　不妊治療をはじめとする不妊についての様々な悩みを気軽に相談していた
だけるよう、県では「心と体の健康センター（県総合保健福祉センター）」で
専門医などによる面接相談（予約制）・電話相談を実施しています。
　面接相談の予約と電話相談は、専用ダイヤルへおかけください。
専用ダイヤル　０８９－９２７－７１１７
面接相談（予約制）
　実施日：毎月第１月曜日（祝日・年末年始除く）　13時30分～16時30分
　予約受付：月～金曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時
電話相談　実施日：毎週水曜日（祝日・年末年始除く）　９時～16時

愛媛県心と体の健康センター

　女性特有のがん検診推進事業は、未来への投資につながる
子育て支援の一環として、特定の年齢に達した女性に対し、
女性特有のがん検診の受診促進、がんの早期発見と正しい健
康意識の普及啓発を図ります。
　対象者には「女性のためのがん検診手帳」「がん検診無料
クーポン券」を送付しますので、保健センターなどで実施さ
れる総合健診で、がん検診を受けてください。
※総合健診の日程は、広報さいじょう４月号に折り込みの健
　康カレンダーに掲載しています。
問合せ　各保健センター

　高地と平地でのウォーキングなどを組み合わせ、基礎代謝量の高進、エ
ネルギー消費量の増大によって肥満などの生活習慣病の予防を図ります。
　高地と平地を併用したウォーキングは、筋力を保ちながら体脂肪・腹囲
の減少がみられ、理想的な減量が可能であるとの結果が得られています。
　石鎚山系のすばらしい景色を眺めながら行うウォーキングで、心身共に
リフレッシュしてみませんか。

実施期間　６月23日㈬～11月18日㈭
・平地ウォーキング等
　Ａ教室：原則毎週火曜日　９時30分～11時
　Ｂ教室：原則毎週水曜日　13時30分～15時
・高地ウォーキング（Ａ・Ｂ教室共通）
　毎週金曜日　９時～15時（雨天時は水中運動を実施）
※初日（６月23日）はＡ・Ｂ教室共に、９時30分から教室
　の説明、血液検査、体組成測定などを行います。
申込期間　６月８日㈫～（先着順）
申込先　中央保健センター
※40～59歳の方は健診などの結果を持参の上、お申し込み
　ください。

対象　40歳以上で高地での運動が可能な方。ただし、40～
　59歳の方は生活習慣病の所見がある方とします。
※心疾患、脳血管疾患、肝疾患、腎疾患で治療中の方は、
　参加できません。
内容　教室は週２回、高地・平地でのウォーキングなどを
　組み合わせて行います。また、医師、保健師、栄養士に
　よる食生活・生活習慣の指導や、体組成測定・血液検査
　などで身体状況や食生活の改善状況を評価します。
※平地ウォーキング等は、Ａ教室（火曜日・午前）とＢ教
　室（水曜日・午後）に分かれて実施します。
※高地への送迎はマイクロバスで行います。ただし、交通
　費として１回につき1,500円負担していただきます。

※上記以外の方でも次に該当する方は、総合健診でがん検診を無料で
　受診できます。
　○子宮頸がん検診：18歳以上の方
　○乳がん検診：30歳以上で明治～昭和の偶数年生まれの方

平成元（1989）年４月２日～平成２（1990）年４月１日
昭和59（1984）年４月２日～昭和60（1985）年４月１日
昭和54（1979）年４月２日～昭和55（1980）年４月１日
昭和49（1974）年４月２日～昭和50（1975）年４月１日
昭和44（1969）年４月２日～昭和45（1970）年４月１日

昭和44（1969）年４月２日～昭和45（1970）年４月１日
昭和39（1964）年４月２日～昭和40（1965）年４月１日
昭和34（1959）年４月２日～昭和35（1960）年４月１日
昭和29（1954）年４月２日～昭和30（1955）年４月１日
昭和24（1949）年４月２日～昭和25（1950）年４月１日

●「乳がん検診」の対象者（生年月日）

●「子宮頸がん」の対象者（生年月日）

平成21年度の
受診状況

円グラフ（左から）

○子宮頸がん検診
○乳がん検診

25歳
108人

40歳
263人

45歳
254人

50歳
225人

55歳
242人

60歳
401人

20歳　59人

30歳
183人35歳

248人

40歳
229人

　日本脳炎の予防接種については厚生労働省からの通知に基づき、平成22年
度に満３歳となるお子さんへの接種をお勧めすることになりました。
　該当する方には接種の通知をしています。不明な点がありましたら、各保
健センターへお問い合わせください。

けい
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休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院
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４
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内科
外科
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外科

15
（火）

30
（水）

内科
外科

内科
外科

６月１日～30日実施

　今治海上保安部では、６月１日㈫～30日㈬の間、瀬戸
内海・宇和海クリーン作戦を実施します。
　瀬戸内海・宇和海で発生しているゴミは、人の生活に
伴って発生したものがほとんどです。海は世界中につな
がっています。海は川とつながり、私たちの家庭へとつ
ながっています。
　私たち一人ひとりの心がけを大切にして、かけがえの
ない美しい海を未来に残しましょう。

※期間中に限らず、海での事件・事故、不法投棄、浮流油、捨て
　られた船を発見された方は、海上保安庁へご連絡ください。

海の「事件・事故」は１１８番
※「１１８番」は、海上保安庁の緊急通報用の電話番号です。

問合せ　今治海上保安部　℡0898－22－0118
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石鎚山
ハイウェイオアシス
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文
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松山自動車道

11

小松中学校

→

至松山
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小
松
総
合
支
所

小
松
高
校

N

No.58　イソシギ（留鳥）
　名前は「磯に住むシギ」の意ですが、海岸近くの水田や川筋
で１年中見られるシギです。全長20cm、灰褐色の背に腹面の白
色が肩のところにくさび型に食い込んで見えるのが特徴。歩く
時、腰を上下によく振り「チーリーリーリー」と鳴きながら、
翼先を震わせるように羽ばたき、水面上を低く飛んでいます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

　

          
第
61
回　

大　
　

 

谷　
　

 

池

▲静かに水を湛える大谷池と大正時代のレンガが美しい旧樋門（樋門周辺も整備の予定です）

平成22年4月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,751 人 （＋129人）

　男　　  55,004 人 （＋ 89人）
　女　　  59,747 人  （＋ 40人）

世　帯　  48,039世帯  (＋145世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　晴れ渡る空、すがすがしい風、お
いしい空気。今年の「石鎚山系元気
ウォーキング大会」は、絶好のウォ
ーキング日和となりました。
　参加者の皆さんには、雄大な石鎚
山系を眺めながらのウォーキングを
満喫いただけたと思います。それに
しても、参加者の皆さんは普段から
歩き慣れているのか、とても軽快に
歩いている印象を受けました。
　取材で私も歩きましたが、翌日は
激しい筋肉痛に…。日ごろの運動不
足を反省です。　　　　　　（ト）

広報さいじょう　2010　6月号35



月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

土26

６

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

9：209：00

14：00

丹原文化会館　　　 ℡0898－68－3555500円全　館吹奏楽クリニック

15：00 伊予西条間税会　　 ℡0898－64－2329無　料大ホール「もぎたてテレビと私」
講師　野志克仁氏　南海放送㈱アナウンサー

土12 18：0017：30 ダンススタジオ101　℡090－1573－03021000円

1000円

大ホールダンススタジオ101＆山根麻以ジョイント公演「天からのおくりもの」

日６ 13：00 望月楽器㈱　 　 　 ℡0898－64－2290無　料ジュニアエレクトーンフェスティバル
日６

13：30
13：30 14：00 西条市自衛隊父兄会・後援会　℡0897－56－7475無　料大ホール

小ホール
ふれ愛コンサートin西条

【６月の休館日】 毎週月曜日

日20

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【６月の休館日】 毎週月曜日

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

６
日

大ホール
小ホール

小ホール
大ホール

12：30 エムアイ企画　　　　　℡03－6407－4451
西條歴史文化事業実行委員会（塩出）℡0897－56－8802

13：00
龍馬伝　歴史文化講演会
千の風物語　シンポジウム・朗読会

土26
日
日27

27
13：45
17：30
11：30

14：00
18：00
12：00

ピアノ発表会 大ホール9：30 望月楽器㈱西条店　　　℡0897－56－0552
暴力追放市民講習

日13
大川栄策　永井裕子　歌謡ショー水23

小ホール13：00 西条市危機管理課　　　℡0897－52－128413：30
9：45

社交ダンスパーティー

土12
大ホール13：30

西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－6348
西条市商工労政課　　　℡0897－52－1482

14：00クシシュトフ・ヤブウォンスキ　ピアノリサイタル６
小ホール13：30 ミュージックサロンin松山・東予　

　　　　　　　　　　　℡090－7572－7508

一　 　般1000円
高校生以下500円
一　 　般3000円
高校生以下1500円

14：00クシシュトフ・ヤブウォンスキ教授による公開レッスン土５

全席指定3800円

無　料

整理券必要
500円

無　料

開催日時　８月８日㈰　14時開演予定
開催場所　総合文化会館大ホール　
応募期間　６月１日㈫～15日㈫　必着　
　　　　　※郵送の場合は当日消印有効
申込方法　総合文化会館または、市庁舎本館総務課にあ
　　　　　る出演申込書に必要事項を記入し、総合文化
　　　　　会館へ持参、郵送、またはファックスにて提
　　　　　出してください。
　※申込用紙は総合文化会館のホームページからダウンロードできます。

　西条市出身、在住、在学など西条市にゆかりがあり、現
在音楽家として活動しているまたはめざしている方による
コンサートを８月に開催する予定です。出演を希望される
方はご応募ください。演奏形態はクラシックであれば、器
楽・声楽等問いません。
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